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2008年　新年のごあいさつを申し上げます

竹田市長

　牧　　剛　尓

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
日
本
に
は
古
く
か
ら
年
を
数
え
る

十
二
支
と
い
う
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
12
種
類
の
動
物
を

一
年
一
年
に
当
て
は
め
、
そ
の
特
徴
で
そ
れ
ぞ
れ
の
年
の

縁
起
を
担
い
で
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
今
年

は
十
二
支
の
一
番
初
め
の
子ね

年ど
し

で
、
子
孫
繁
栄
の
意
味
が

あ
る
そ
う
で
あ
り
ま
す
。
今
年
の
干え

と支
に
あ
や
か
り
、
皆

様
方
の
ご
家
庭
の
繁
栄
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
地
方
自
治
体
は
、
大
幅
な
交
付
税
の
削
減
や
税

収
の
伸
び
悩
み
で
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
た

め
に
は
、
財
政
基
盤
の
確
立
が
最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。

本
年
も
引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
断
行
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
様
に
も
ご
理
解
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
強
い
基
幹
産
業
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
そ
の
柱
と
な
り
ま
す
の
は
農
業
で
あ
り
ま
す
が
、
畜

産
農
家
や
耕
種
農
家
の
皆
さ
ん
の
頑
張
り
で
、
平
成
18
年

度
の
農
業
粗
生
産
額
は
、
１
８
１
億
４
千
万
円
で
４
年
連
続

県
下
で
ト
ッ
プ
で
あ
り
ま
し
た
。
付
加
価
値
の
高
い
産
品
づ

く
り
に
努
め
、
引
き
続
き
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
商
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
分
市
等
に
展
開
す
る
大

型
商
業
施
設
へ
誘
客
さ
れ
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

街
な
み
環
境
整
備
事
業
等
と
併
せ
て
魅
力
あ
る
商
店
街
づ

く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
産
地
消
を
推
進
し
ま
す
。
さ

ら
に
新
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
で
魅
力
あ
る
商
品
開
発
や
雇
用

の
創
出
を
図
り
、
商
店
街
に
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
観
光
に
つ
き
ま
し
て
は
、
岡
城
跡
を
は
じ

め
、
久
住
高
原
や
白
水
ダ
ム
、
長
湯
温
泉
に
名
水
群
等
豊
富

な
資
源
が
あ
り
、
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
隣
接

す
る
阿
蘇
市
や
豊
後
大
野
市
と
連
携
し
九
州
の
中
央
で
あ
る

と
い
う
地
の
利
を
活
か
し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
力
ア
ッ
プ
と
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
年
は
い
よ
い
よ
国
体
が
県
下
各
地
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
竹
田
市
で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
山
岳
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
昨
年
は
各
種

目
本
番
を
見
据
え
た
プ
レ
大
会
を
開
催
し
、
本
大
会
の
成
功

に
自
信
を
深
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
大
会
中
に

は
多
く
の
選
手
や
大
会
関
係
者
、
そ
し
て
応
援
の
皆
さ
ん
が
、

竹
田
市
へ
お
出
で
に
な
り
ま
す
の
で
、「
来
て
良
か
っ
た
。」

「
ま
た
竹
田
に
来
て
み
た
い
。」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
思
い
出
深
い
大
会
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
市
を
挙
げ
て
〝
お
も
て
な
し
の
心
〞
で
お
迎
え
す

る
こ
と
が
一
番
大
切
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
様
に
も
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
い
ろ
ん
な
面
で
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
豊
肥
沿
線
の
自
治
体
・
住
民
の
悲
願
で
あ
り

ま
す
中
九
州
横
断
道
路
も
本
年
３
月
ま
で
に
は
千
歳
〜
大

野
間
が
完
成
、
供
用
開
始
の
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
大

分
市
ま
で
に
要
す
る
時
間
も
短
縮
さ
れ
、
改
善
さ
れ
ま
す

が
、
引
き
続
き
大
野
〜
竹
田
間
の
早
期
着
工
・
早
期
完
成

を
、
さ
ら
に
は
竹
田
〜
荻
間
の
整
備
区
間
へ
の
格
上
げ
を

目
指
し
て
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
都
市
部
と
地
方
の
格
差
が
広
が
る
中
で
、
地
方
が
生

き
残
る
た
め
に
は
産
業
の
振
興
を
図
り
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
環
境
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
高
速
道
路
網
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
自
然
・
歴
史
・

文
化
を
育
む
　
名
水
名
湯
田
園
観
光
都
市
」
の
建
設
に
向

け
て
、
一
歩
一
歩
確
実
に
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
に
は
一
層
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
衷

ち
ゅ
う
し
ん心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
20
年
が
、
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
幸
せ
多
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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竹田市議会議長

　古　井　久　和

2008年　新年のごあいさつを申し上げます

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
竹
田
市
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
謹
ん
で
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、

平
素
か
ら
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
経

済
情
勢
は
、
雇
用
の
回
復
な
ど
、
や
や
明
る
い
兆
し
が

見
え
始
め
た
と
い
わ
れ
る
も
の
の
、
当
地
域
で
は
ま
だ

ま
だ
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
分
権
改
革
の
大
き
な
柱
で
あ
り
ま
す
三

位
一
体
改
革
に
よ
り
、
地
方
交
付
税
や
補
助
金
な
ど
が

削
減
さ
れ
る
と
と
も
に
、
景
気
低
迷
に
よ
る
税
収
の
減

少
な
ど
に
よ
り
財
政
は
窮
迫
し
て
お
り
、
依
然
と
し
て
、

な
お
厳
し
い
行
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、今
年
は「
お
お
い
た
国
体
」と「
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
の
本
番
を
迎
え
、
そ
の
成
功
に
向
け

て
市
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
市
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
の
市

議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
、
益
々
重
要
な
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
議
員
の
さ
ら
な
る
資
質
の
向
上
、
よ

り
開
か
れ
た
議
会
に
向
け
て
の
議
会
改
革
が
重
要
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
昨
年
４
月
か
ら
、
会
派
（
３
名
以
上
）
に

よ
る
議
会
運
営
へ
と
移
行
し
、
活
発
な
議
論
を
展
開
す

る
と
と
も
に
、
６
月
に
は
、「
議
会
活
性
化
・
改
革
委

員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
議
員
定
数
の
見
直
し
、
政
務
調

査
費
の
透
明
性
の
向
上
、
常
任
委
員
会
の
所
管
事
項
の

見
直
し
、
議
長
交
際
費
の
公
開
、
議
長
車
の
変
更
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
う
え
で
、「
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
育
む
名
水

名
湯
田
園
観
光
都
市
」
の
実
現
を
目
指
し
、
誰
も
が
住

ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
真
剣
に
進
め

て
い
か
ね
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
議
会
と
し
て
も
、
農
業
・
商
業
・
観
光
の
一
体
的

な
振
興
と
竹
田
市
発
展
の
た
め
、
10
年
、
20
年
先
を
見

据
え
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
し
て
の
中
九
州
横
断
道
路
や

国
・
県
道
等
の
道
路
交
通
網
お
よ
び
情
報
基
盤
等
の
整

備
、
限
界
集
落
へ
の
対
応
、
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た

健
康
・
福
祉
施
策
や
将
来
の
竹
田
市
を
担
う
人
づ
く
り

と
し
て
の
教
育
施
策
の
充
実
等
、
重
点
施
策
に
つ
い
て
、

執
行
部
と
と
も
に
市
政
と
い
う
車
の
両
輪
と
し
て
積
極

的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
市
民
の
皆
様

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
す

ば
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。
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行財政改革平成18年度進ちょく状況

　竹田市では財政基盤を確立していくため、職員の意識改革を促進しながら、平成 17 年度から平成 21
年度の５年間、集中的に行財政改革に取り組んでいます。
竹田市の行革プランは、 ⑴行政改革　⑵財政改革　⑶意識改革　の 3つの柱からなり、総数 150 の行革実
施項目を設定することで、具体的な行財政改革に取り組むこととしています。
　行財政改革２年目である平成 18年度の進ちょく状況について、その概略をご報告します。 

全体的な進ちょく状況 
　　 平成18年度は、実質的な行財政改革初年度にあたり、計画に掲げた実施項目の具体的推進をしました。
　行財政改革の具体的な実施項目 150 項目（平成18年度 6項目追加）中、平成17年度に実施した 48
　項目に加え、新たに 49項目（うち一部実施 21項目）を実施し、累計では 97項目（一部実施 43項目）
　を実施しました。残る 53項目の計画について、今後取り組んでまいります。

効果額 
　 　行財政改革の推進による平成18年度の効果額は、総額7億 3,000 万円余（目標 6億 8,200 万円）に
　なります。
　　内訳は、指定管理者制度（※）導入（58施設）などによる事務事業の見直し 6,700 万円、収入役の廃止、
　消防荻分駐所の本署統合などの組織・機構等の見直し 4,400 万円、市長、副市長、議員、職員人件費
　等の見直し 2億 7,700 万円、補助金等の見直し 9,000 万円、公共工事の見直し 3,300 万円などが主な
　内容となっています。
　　 このことにより竹田市の財政収支はわずかながら好転し、当初、基金（貯金）枯渇年度を平成 20年
　度と推計していましたが、昨年度に引続き平成 23年度以降に繰延べることができました。

　※指定管理者制度とは、多様化する住民ニーズに、より効果的、効率的に対応するため、公の施設の
　　管理に民間の能力を活用しつつ、住民へのサービス提供を図るとともに、経費の節減等を図ること
　　を目的とするものです。

基本項目集計
節　　減　　額　　内　　訳

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

Ⅰ 行 政 改 革 8.4 111.6 96.6 121.3 121.1

Ⅱ 財 政 改 革 1,085.8 619.8 673.6 707.2 740.6

Ⅲ 意 識 改 革 － － － － －

合　　計（目標） 477.6 682.8 770.2 828.5 861.7

合　　計（実績） 1,094.2 731.4 － － －

竹田市行財政改革実施計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位 : 百万円）

◇　改革目標額は、平成 17年度から平成 21年度の各年度の節減合計額を計上し、平成 17年度実績を
　踏まえ、平成 18年 11月 8日に変更した数値です。
◇　節減額は、行財政改革実施計画の項目を可能な限り数値化し、一般財源ベースで計上しています。
◇　節減額の内訳数値のうち、平成17、18年度については実績数値を、平成19年度以降については、目
　標数値を掲載しています。
◇　意識改革の項では、数値目標として節減額を掲げていません。
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職員数の見直し　̶竹田市定員管理計画̶
　 　国の示した新行革指針（※）には、平成 22年 4月までに職員数を△ 5.7%（純減率＝〔退職－採用〕　/平
　成 17年度職員数、竹田市職員に置き換えると 25人減）とすることが求められています。
　　これを受け、竹田市の定員管理計画を下表のとおり策定しました。平成 22年度までの純減職員数は
　70人の計画であり、純減率は△ 15.6% となっています。このことは、人件費の確実な削減に繋がる一方、
　県からの事務移管などが今後予定されるなかで、効率的な組織再編や事務の見直しについて、スピー
　ドをもって臨むことが求められます。

　※総務省が、地方行革を推進する指針として「地方公共団体における行政改革の推進のための新たな
　　指針」（2005 年３月 29日）を各自治体に通知したもの。各自治体は、これに基づき自治体独自の行
　　革プランを作成しています。

基準日 削減数（人） 職員総数（人） 備　　　考

H17.4.1 14 446 （実績）

H18.4.1 5 441 （実績）

H19.4.1 8 433 （実績）

H20.4.1 17 416

H21.4.1 9 407

H22.4.1 17 390 職員純減率△ 15.6%

計 70 －

（注）職員数は、消防職員を除いたものです。

事務事業評価制度の導入 
　 　平成 17 年度から竹田市が実施した事務事業について評価結果をとりまとめ、次年度の予算編成に
　反映させる事務事業評価制度を導入しました。
　　平成17年度は、合併前旧1市3町が実施した平成16年度の事務事業について試行し、平成18年度は、
　合併後の平成 17年度の事務事業について事後評価を実施しました。この結果、合併前から嘱託をお願
　いしていた農業アドバイザーの廃止、街なみ環境整備事業の見直し、高齢者の生きがいと健康づくり
　の利用者負担の見直しなどの結果を次年度予算に反映させました。

竹田市行財政改革推進委員会 
　　竹田市の行財政改革は、市長を本部長とする竹田市行財政改革推進本部のほかに、市内各地域から
　選出された市民 8人からなる竹田市行財政改革推進委員会を設置し、推進状況を報告、提言をいただ
　きながら、適宜、推進管理もお願いしております。
　　　　　　　　　　　　　　
組織・機構の再編 
　   「事務組織・機構の具体化のための整備方針」により、平成 18年 4月 1日から総合支所税務課の本
　庁統合を実施し、課税、徴収事務を本庁で一括管理することとし、一層の税の公平性を確保すること
　としました。
　　また、総合支所市民生活課と保健福祉課を統合して、市民生活課とし、これまで二つの課で担当し
　ていた業務については、従来どおり統合後の市民生活課で取り扱うこととしました。
　　さらに、畜産農家の指導・支援体制を強化するため、久住及び直入畜産センターを統合し、竹田市
　畜産センターとして旧久住畜産センター内に設置しました。
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ポイント 1　後期高齢者医療制度の対象者
　○ 75歳以上の方　○一定の障がい（寝たきり等）がある 65歳以上の方で、広域連合の認定を受けた方
　　　後期高齢者医療制度の対象者は、
　　現在加入している国民健康保険や
　　被用者保険（事業所等の保険）か
　　ら脱退し、後期高齢者医療制度に
　　加入します。

ポイント 2　運営主体・窓口業務
　○運営主体は、大分県後期高齢者医療広域連合です。
　○保険料の徴収・窓口業務（各種届出の受付等）は、市町村で行います。

ポイント 3　保険証
　「後期高齢者医療被保険者証」が 1人に 1枚交付されます。
　　平成20年4月以降、現在医療機関等にかかる際に提示している「被保険者証」や「老人医療受給者証」
　は使用できません。新しく交付される「後期高齢者医療被保険者証」を窓口で提示し、受診してください。

ポイント 4　保険料
　　被保険者である高齢者一人ひとりが後期高齢者医療保険料を負担します。負担していただく保険料
　額は、被保険者全員が等しく負担する①均等割額と、所得に応じて負担する②所得割額との合計額と
　なります。ただし、保険料額の上限は 50万円（年額）となっています。

　○大分県における均一保険料（年額）の計算について
　　①均等割額…47,100 円
　　②所得割額…基礎控除後の総所得金額等× 8.78％（所得割率）
　※保険料（均等割額・所得割額）は、平成 19年 11 月 19 日に開催された第 1回大分県後期高齢者医
　　療広域連合議会定例会にて決定されました。なお、保険料は 2年ごとに見直されます。

《保険料の軽減措置》
　○所得の少ない方については、世帯の所得に応じて①均等割額が軽減されます。（特に申請等は必要あ
　　りません。）

　○被用者保険（事業所等の保険）の被扶養者だった方
　　　被用者保険の被扶養者としてこれまで保険料を負担していなかった方は、激変緩和措置が適用さ
　　れ、後期高齢者医療の被保険者となった月から 2年間は、①均等割額が 5割軽減され、②所得割額
　　は課されません。
　　　なお、平成 20年度においては特例措置として、4月から 9月までの半年間は、保険料の負担はあ
　　りません。また 10月から 3月までの半年間の保険料は、①均等割額（年額）の半年分（47,100 円
　　× 1/2 ＝ 23,550 円）から 9割軽減された額（2,300 円）になります。

平成20年4月からはじまる後期高齢者医療制度

75 歳以上の
国民健康保険加入者

75 歳以上の
被用保険者（事業所等の保険）
の被保険者・被扶養者

一定の障がい（寝たきり等）
がある 65 歳以上の方で、
広域連合の認定を受けた方

後期高齢者医療制度の被保険者
（※老人保健制度の対象者は、引
き続き後期高齢者医療制度の被
保険者となりますので、手続きは
必要ありません。）

保険料 ①均等割額
1 人当たりいくらと計算

②所得割額
所得に応じて計算

同一世帯の被保険者および世帯主の
合計総所得金額等が下記の基準を超えない世帯

均等割額の
軽 減 割 合

33万円（基礎控除額） 7割

33万円（基礎控除額）＋ 24.5 万円×被保険者の数（※） 5割

33万円（基礎控除額）＋ 35万円×被保険者の数 2割

※被保険者である世帯主を除く
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年　金　額 １２０万 １６０万 １８０万 ２００万 ２２０万 ２４０万 ３００万

所 得 割 額 0 6,146 23,706 41,266 58,826 76,386 129,066
均 等 割 の
軽 減 割 合 ７割軽減 ７割軽減 ２割軽減 ２割軽減 軽減なし 軽減なし 軽減なし

軽 減 後 の
均 等 割 額 14,130 14,130 37,680 37,680 47,100 47,100 47,100

保険料総額
100円未満切捨て

14,100 20,200 61,300 78,900 105,900 123,400 176,100

保険料額の計算例：年金収入のみの方の年間保険料（単身世帯の場合の例）

保険料の納め方

65歳から74歳の方で、「障害認定」を受け、「老人医療受給者証」をお持ちの方へ

（円）

①均等割額…軽減基準額が 33 万円＋ 35 万円× 1人＝ 68 万円を超えないため、2割軽減の対象と
　なります。

　よって 47,100 円×（1－ 0.2）＝ 37,680 円…【ア】
②所得割額…基礎控除後の総所得金額　47万円× 8.78％＝ 41,266 円…【イ】

　よって年間保険料は【ア】＋【イ】＝ 78,900 円となります。（100 円未満切捨て）

●後期高齢者医療制度に加入することにともなって、被用者保険（事業所等の保険）に加入している被
　保険者の資格は喪失することになります。それにより被扶養者になっている 75歳未満の方も、被扶養
　者の資格を喪失することになるため、国民健康保険への加入手続きが必要になります。

年金収入
200 万円

公的年金控除
120 万円

年金収入に係る高齢者特別控除
15万円

軽減基準額
65万円

－　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　＝

年金収入
200 万円

公的年金控除
120 万円

基礎控除
33万円

基礎控除後の総所得金額
47万円

－　　　　　　　　－　　　　　　　　＝

　保険料については原則として、年金から徴収（特別徴収）します。
　ただし、年金額が年額 18万円未満の方や、介護保険料と後期高齢者医療保険料の合算額が年金受給
額の 2分の 1を超える方については、口座振替等で個別に市町村に納めます。

　現在老人保健制度に加入している方は、届出をしなくても後期高齢者医療制度において認定を受け
たものとみなし、引き続き後期高齢者医療制度の被保険者となります。
　ただし、障害認定の取消申請をすることで、後期高齢者医療制度の被保険者とならないこともでき
ます。（取消申請の期限は特にありません。）

お問い合せ　大分県後期高齢者医療広域連合　☎ 097-534-1771・097-534-1773
　　　　　　　mail：oita-kouiki@ever.ocn.ne.jp
　　　　　　　ホームページ：http://www4.ocn.ne.jp/~oita-kou/
　　　　　　　保険課国保・老人医療係　☎ 63-4809　　荻総合支所市民生活課　☎ 68-2213
　　　　　　　久住総合支所市民生活課　☎ 76-1113　　直入総合支所市民生活課　☎ 75-2213

被用者保険に加入

夫：被保険者（75歳以上）

妻：被扶養者（75歳未満）

被用者保険の資格
を喪失

夫の資格喪失にと
もない、被扶養者
の資格を喪失

夫：後期高齢者医療の被保険者

妻：居住地の国民健康保険に加入
　　※加入の手続きが必要です。

平成20年4月以降

mailto:oita-kouiki@ever.ocn.ne.jp
http://www4.ocn.ne.jp/~oita-kou/
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救
急
自
動
車
　４
台
体
制
へ

　
平
成
19
年
度
事
業
に
よ
り
高
規

格
救
急
車
を
購
入
し
、
12
月
28
日

㈮
か
ら
久
住
分
署
に
配
備
し
、
運

用
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
竹
田
市
の
救
急
医
療
の
状
況
を

考
慮
し
て
頂
い
た
契
約
業
者
の
協

力
に
よ
り
、
納
入
が
当
初
予
定
さ

れ
て
い
た
納
期
よ
り
一
か
月
早
ま

り
、
年
末
年
始
に
増
加
す
る
と
予

想
さ
れ
る
救
急
要
請
に
対
応
す
る

体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　
こ
の
高
規
格
救
急
車
に
は
、
高

度
救
命
処
置
用
資
機
材
が
積
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
既
に
本
署
に

配
備
さ
れ
て
い
る
も
の
と
合
わ
せ

て
、
市
内
全
域
へ
の
高
規
格
救
急

車
で
の
対
応
が
可
能
と
な
り
、
さ

ら
な
る
救
命
率
の
向
上
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
廃
車
を
予
定
し
て
い
た

救
急
車
も
車
検
有
効
期
間
の
満
了

す
る
10
月
末
ま
で
活
用
す
る
こ
と

に
な
り
、
一
定
期
間
で
は
あ
り
ま

す
が
、
大
分
国
体
が
開
催
さ
れ
る

期
間
中
も
４
台
の
救
急
車
で
救
急

需
要
の
増
加
に
対
応
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
４
台
の
救
急
車
と

と
も
に
「
市
民
の
安
全
・
安
心
」

を
守
る
救
急
行
政
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（
竹
田
市
消
防
署
）

 

竹
田
医
師
会
病
院

 

１
月
か
ら
救
急
告
示
病
院
を
再
開

　
竹
田
医
師
会
病
院
で
は
、
昨
年

６
月
か
ら
、
医
師
の
不
足
に
よ
り

救
急
告
示
病
院
を
辞
退
し
、
市
民

の
皆
様
に
は
大
変
な
不
安
と
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

　
６
月
以
降
、
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
医
療
体
制
整
備

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
結
果
、

平
成
20
年
１
月
か
ら
救
急
告
示
病

院
を
再
開
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
再
開
す
る
と
申
し
ま

し
て
も
医
師
不
足
、
看
護
師
不
足

の
問
題
は
依
然
解
決
し
て
お
ら
ず
、

深
刻
な
状
況
は
続
い
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
市
民
の
皆
様
の
不
安

や
不
便
を
解
消
す
べ
く
、
休
日
・

夜
間
の
一
般
診
療
に
つ
い
て
も
完

全
復
活
に
向
け
、
努
力
を
続
け
て

参
り
ま
す
。

 （
竹
田
市
医
師
会
会
長

　
加
藤
一
郎
）

本署に配備されている高規格救急車

竹田医師会病院

　
平
成
19
年
秋
の
叙
勲
等
の
受
章

者
が
発
表
さ
れ
、
竹
田
市
か
ら
は

次
の
４
人
が
晴
れ
の
栄
誉
に
輝
か

れ
ま
し
た
。

  

叙
　
勲

■
旭
日
中
綬
章
（
地
方
自
治
功
労
）

　
元
大
分
県
議
会
議
員

　
和わ

だ田
　
至し

誠せ
い

さ
ん
（
片
ケ
瀬
）

■
瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

　
元
竹
田
市
消
防
団
団
長

　
川か

わ

邊べ

　
利と

し

三み

さ
ん
（
下
田
）

  

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

■
瑞
宝
単
光
章
（
防
衛
功
労
）

　
元
３
等
空
尉

　
後ご

藤と
う

　
茂し

げ
の
り則

さ
ん
（
仲
村〔
下
竹
田
〕）

  

褒
　
章

■
黄
綬
褒
章
（
業
務
精
励
）

　
農
林
業

　
加か

藤と
う

　
至し

誠せ
い

さ
ん
（
栢
木
）

　
長
年
の
功
績
を
讃
え
る
と
と
も

に
、
今
後
の
益
々
の
ご
活
躍
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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監

査

公

表
竹
田
市
監
査
委
員

　
本

　
田

　
耕

　
一

　
大

　
塚

　
　
　
廣

地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
平
成
19
年
４
月
か
ら

８
月
ま
で
の
各
月
に
お
い
て
、
市

長
部
局
お
よ
び
各
委
員
会
等
の
監

査
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
水
道
課

　
施
設
面
で
は
、
多
く
の
配
水
管

が
更
新
時
期
を
迎
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
と
も
計
画
的
な
施
設

整
備
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

  

久
住
総
合
支
所

■
地
域
振
興
課

　
公
用
車
の
利
用
は
、
集
中
管
理

で
効
率
的
運
用
を
行
う
よ
う
要
望

す
る
。

■
市
民
生
活
課

　
保
健･

予
防
事
業
に
つ
い
て
は
、

効
果
的
に
取
り
組
み
を
続
け
る
よ

う
要
望
す
る
。

　
ま
た
、
庁
舎
の
使
用
許
可
に
つ

い
て
は
、
適
切
に
処
理
す
る
よ
う

要
望
す
る
。

■
商
工
観
光
課

　
施
設
の
安
全
管
理
に
は
常
に
留

意
し
、
保
守
点
検
後
の
指
摘
事
項

に
つ
い
て
は
、
改
善
す
る
よ
う
要

望
す
る
。

■
建
設
課

　
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
努
め

る
よ
う
要
望
す
る
。

■
産
業
課

　
補
助
事
業
等
に
つ
い
て
は
、
書

類
の
十
分
な
整
備
を
心
が
け
る
よ

う
要
望
す
る
。

■
畜
産
セ
ン
タ
ー

　
食
品
の
安
全
安
心
、
味
覚
の
消

費
者
嗜
好
に
対
応
し
た
畜
産
振
興

を
図
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

■
白
丹
保
育
所
・
都
野
保
育
所

　
施
設
の
安
全
チ
ェ
ッ
ク
を
定
期

的
に
行
う
と
と
も
に
、
施
設
の
安

全
対
策
を
工
夫
す
る
よ
う
要
望
す

る
。

  

荻
総
合
支
所

■
地
域
振
興
課

　
地
域
審
議
会
の
運
用
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
特
色
あ
る
取
り
組
み

が
で
き
る
よ
う
な
機
能
を
発
揮
す

る
よ
う
要
望
す
る
。

■
市
民
生
活
課

　
新
規
事
業
へ
の
取
り
組
み
は
、

リ
ー
ダ
ー
育
成
を
行
い
、
自
立
し

た
組
織
と
な
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
建
設
課

　
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
努
め

る
よ
う
要
望
す
る
。

■
産
業
課

　
各
種
協
議
会
等
に
つ
い
て
は
、

組
織
の
見
直
し
等
を
図
る
よ
う
要

望
す
る
。

■
荻
保
育
所
・
柏
原
保
育
所

　
施
設
の
安
全
確
認
点
検
を
心
が

け
、
安
全
面
に
配
慮
す
る
よ
う
要

望
す
る
。

  
直
入
総
合
支
所

■
地
域
振
興
課

　
Ｏ
Ａ
機
器
等
の
保
守
点
検
委
託

に
つ
い
て
は
、
委
託
内
容
の
見
直

し
を
行
い
、
経
費
節
減
に
努
め
る

よ
う
要
望
す
る
。

■
市
民
生
活
課

　
施
設
の
使
用
許
可
に
つ
い
て

は
、
適
切
に
事
務
処
理
す
る
よ
う

要
望
す
る
。

■
商
工
観
光
課

　
公
共
的
団
体
の
事
務
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
の
理
解

と
協
力
を
求
め
な
が
ら
改
善
す
る

よ
う
要
望
す
る
。

■
建
設
課

　
事
業
負
担
金
の
納
入
状
況
に
つ

い
て
は
、
十
分
な
確
認
を
行
い
、

迅
速
に
対
応
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
産
業
課

　
補
助
事
業
の
有
効
活
用
に
つ
い

て
把
握
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
国
民
宿
舎
「
直
入
荘
」

　
老
朽
化
し
た
施
設
の
た
め
、
事

故
等
の
な
い
よ
う
十
分
な
安
全
対

策
を
心
が
け
、
引
き
続
き
宿
舎
経

営
の
向
上
に
向
け
、
努
力
す
る
よ

う
要
望
す
る
。

■
長
湯
温
泉
療
養
文
化
館「
御
前
湯
」

　
業
務
委
託
の
事
務
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
、
関
係
者
の
理
解
と

協
力
を
求
め
な
が
ら
改
善
す
る
よ

う
要
望
す
る
。

  

教
育
委
員
会

■
教
育
課
・
中
央
公
民
館

　（
荻
・
久
住
・
直
入
）

　
今
後
の
公
民
館
運
営
に
つ
い
て

は
、
十
分
な
協
議
を
重
ね
、
推
進

体
制
を
確
立
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

■
学
校
給
食
共
同
調
理
場

　（
荻
・
久
住
・
直
入
）

　
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
安
全

衛
生
面
に
十
分
配
慮
し
、
お
い
し

い
給
食
の
提
供
に
心
が
け
、
事
故

等
の
な
い
よ
う
十
分
管
理
す
る
よ

う
要
望
す
る
。

■
城
原
小
学
校
・
宮
城
台
小
学
校
・

白
丹
小
学
校
、
久
住
小
学
校
、
久

住
中
学
校

　
施
設
等
の
安
全
管
理
に
つ
い
て

は
、
点
検
記
録
簿
等
に
よ
り
定
期

的
に
点
検
し
、
改
善
が
必
要
な
も

の
に
つ
い
て
は
早
急
に
処
置
す
る

と
と
も
に
、
全
職
員
が
常
に
施
設

の
状
況
を
把
握
で
き
る
校
内
連
絡

体
制
を
整
え
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
ま
た
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
対

応
に
つ
い
て
は
、
学
校
ご
と
に
指

導
・
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
が
、

さ
ら
に
関
係
機
関
と
綿
密
な
連
絡

体
制
を
と
り
、
子
ど
も
の
安
全
の

確
保
に
努
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
学
校
林
の
管
理
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
取
り
扱
い
を
含
め
て
、
正

常
な
管
理
が
で
き
る
よ
う
管
理
委

員
会
等
で
の
十
分
な
検
討
を
要
望

す
る
。

■
図
書
館

　
今
後
と
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
応

募
・
育
成
を
図
り
、
学
校
司
書
と

の
連
携
を
深
め
、
職
員
並
び
に
図

書
館
協
議
会
委
員
の
研
修
に
努
め

る
よ
う
要
望
す
る
。

●
お
問
い
合
せ

　
監
査
事
務
局
　☎
63‒

４
８
１
９
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竹田市空き家情報システム『空き家バンク』にご協力を！
　『空き家バンク』は、竹田市に居住することを希望している方に、所有者・管理者
が賃貸・売買する意思のある空き家を紹介するシステムです。市内の不動産業者の
皆さんにもご協力をいただき、より多くの情報を提供したいと考えています。

  空き家情報提供のお願い
　竹田市では、空き家の有効活用による定住促進の施策を展開しています。現在、竹田市公式ホー
ムページ（http://www.city.taketa.oita.jp/）に掲載されているもの以外に空き家がございましたら情
報提供をお願いします。空き家の有効活用が、過疎化の歯止め・地域の活性化につながります。趣旨
をご理解いただき、ご協力をお願いします。
※『空き家バンク』利用上の注意
　竹田市では、情報の紹介や必要な連絡調整等を行います
が、所有者・管理者と利用希望者の間で行う物件の賃貸・
売買に関する交渉・契約等に関しての仲介行為は行いませ
ん。また、契約後のトラブル等についても当事者間で解決
してください。
●お問い合せ
　企画情報課まちづくり推進係　☎ 63-4801

所

有

者
・

管

理

人

空
き
家
を
貸
し
た
い
・
売
り
た
い
人

利

用

希

望

者

空
き
家
に
住
み
た
い
人

空
き
家
バ
ン
ク

　
　
　
　
（
企
画
情
報
課
）

当事者間での交渉・契約

利用希望者
情報の連絡

空き家情報
の登録申請

所有者等の
情報の連絡

空き家情報の
問い合わせ

コミュニティバス乗降調査実施!!
　7月から試験運行を開始したコミュニティバスは、利用者の皆さんの利便性や運行当初の混乱等を避け
るため、廃止前の運行形態をそのまま継承し運行しています。現状と利用者の皆さんの要望を把握する
ため、7月から 9月（学生の夏休み期間を避け）にかけて乗降調査および聞き取り調査を行いました。
　今後、利用者の皆さんの利便性を保持しながら、利用頻度に見合った運行形態に見直しを行います。

【利用者の意見・要望】
・バス以外の交通手段がないため、完全廃止は避けてもらいたい。
・毎日運行はこの状況では無理と思うが、週に何回かでも運行してもらいたい。
・あったほうが便利だが、この状況では廃止もしかたないのか。
・バス停でない所でも乗降させてほしい。
・病院が始まる時間に合わせてもらいたい。
・バスは小さくてもよいが、運行は必要。
・歳をとり、免許を返納したので、バスは必要。
・竹田医師会病院前で乗降したい。

【利用状況調査結果】

路 線 名 調査期間 利用者数
1便当り

男 女 別
男 ： 女

年 代 別
60歳以上

利用頻度
毎日利用

目　　的　　別 バス以外
な　　し通院・買物 通　学 その他

倉 木 線 7/18 ～ 7/23 3.8 人 20：80 84％ 13％ 93％ 0％ 7％ 87％

神 原 線 7/18 ～ 7/23 1.7 人 17：83 73％ 18％ 82％ 0％ 18％ 93％

久 保 線 9/3～ 9/9 2.3 人 8：92 92％ 15％ 92％ 0％ 8％ 92％

刈小野線 9/3～ 9/9 2.4 人 12：88 84％ 16％ 87％ 0％ 13％ 82％

渡 瀬 線 7/9～ 7/13 2.6 人 15：85 58％ 12％ 92％ 0％ 8％ 69％

雉ヶ平線 7/9～ 7/13 1.8 人 14：86 91％ 9％ 100％ 0％ 0％ 80％

竹田直入線 9/3 ～ 9/9 5.5 人 33：67 41％ 46％ 52％ 47％ 1％ 88％

http://www.city.taketa.oita.jp/
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な
る
ま
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な
る
ま

な
る
ま

な
る
ま

な
る
ま

にににににに

つ
れ
づ
れ

な
る
ま
ま
に 

⑨

竹
田
市
長

　
牧

　
　
剛

　尓

Der Friese spricht　フリース人が語る
ドイツの歴史克服を考える
　11月15日にシュタウフェンベルク氏を讃えて、生誕100周年記念祭が行われ、ドイツ国
民は氏を偲びました。シュタウフェンベルク氏は、第二次世界大戦中のドイツ陸軍大佐であ
り、失敗したものの1944年 6月 20日にヒトラー暗殺を計画した人物です。国防大臣は記念
祭のスピーチの際に、暗殺行為を「解放させる行為」と呼び、「ドイツ連邦軍の伝統理解の核
心の一つである。」そして「彼の抵抗運動の仲間はドイツ軍の模範である。」と賞賛しました。
　彼を讃える人々がいる一方、「シュタウフェンベルク氏は、長期間ナチスの人間蔑視の世
界観に同意していたが、1943 ～ 44 年頃になってやっとナチスの暴力支配の反対者となっ
た。彼を人物として評価すべき所は、彼自身の政治的および道徳的な自説や思想の克服であ
る。彼を英雄視するのは問題がある。」等の批判的な説を主張する人々もいます。
　ヒトラー暗殺計画やナチスへの抵抗運動等を考えることは、ドイツ人が自分たちの歴史をどのように考え、評
価するかという問題の一つです。ドイツは自国の罪を認め、戦争犯罪を解決し、第二次世界大戦の過ちを繰り返
さないように、国の責任でその歴史を完全に研究、解明する姿勢を示し、過去の出来事の克服と解明に関して多
くの業績を既にあげたと言えるでしょう。しかし、そこに至るまでにはかなりの時間を要しました。1968 年の学
生運動が起因となり、ドイツにおけるナチス支配が全面的・公的に消滅させられました。その一例として、1970
年当時のドイツ連邦首相ヴィリー・ブラントが、50万人が虐殺されたワルシャワのユダヤ人ゲットー跡地へ表敬
訪問を行ったことが挙げられます。彼は記念碑の前で、ためらいもなく跪

ひざまづ

いて献花し、謝罪の意を表しました。「立
っているだけでは足りないだろうととっさに感じました」と彼は後に語りました。全世界は、その象徴的な彼の
行為を、ドイツが誠意をもって謝罪を行ったと認めました。

  

〝
去
年
今
年
貫
く
棒
の
如
き
も
の
〞

と
は
言
う
も
の
の
、
や
は
り
新
年

を
迎
え
る
と
何
か
し
ら
心
改
ま
る

も
の
で
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

　
年
末
の
10
日
、
12
日
、
闇
を
つ

ん
ざ
く
よ
う
に
滝
の
上
の
サ
イ
レ

ン
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。
そ
の
回

数
を
数
え
な
が
ら
、
大
火
事
に
な

ら
ね
ば
良
い
が
と
…
。
寒
空
に
家

を
全
焼
さ
れ
た
方
に
は
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
場
に
駆
け
つ
け
る
消
防
車
の

サ
イ
レ
ン
を
聞
く
た
び
に
、
私
た

ち
の
安
全
、
安
心
を
守
っ
て
い
た

だ
く
消
防
団
員
の
方
々
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
お
仕
事
を
持
っ
た
う
え

で
の
出
動
に
、
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
さ
て
、
１
月
10
日
㈭
の
９
時
30

分
か
ら
、
荻
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
新
年
の
竹
田
市
消
防
特
別
点
検

が
行
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活

を
守
る
べ
く
日
夜
努
力
し
て
お
ら

れ
ま
す
消
防
団
員
の
毅
然
と
し
た

訓
練
の
様
子
を
、
多
く
の
市
民
の

皆
様
に
ぜ
ひ
と
も
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

昨年の竹田市消防特別点検の様子

 

夢
は
大
き
く
九
州
・
全
国
へ

第
９
回
創
造
ア
イ
デ
ア
ロ
ボ
ッ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
九
州
地
区
中
学
生
大
会

　
12
月
１
日
㈯
か
ら
２
日
㈰
に
か

け
て
、
福
岡
県
社
会
教
育
総
合
セ

ン
タ
ー
（
篠
栗
町
）
で
第
９
回
創

造
ア
イ
デ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
九
州
地
区
中
学
生
大
会
が
開
催

さ
れ
、
11
月
11
日
㈰
に
開
か
れ
た

大
分
県
大
会
で
上
位
に
入
賞
し
た

19
名
（
緑
ケ
丘
中
11
名
、
竹
田
中

８
名
）
が
、
大
分
県
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
し
た
。

　
11
月
28
日
㈬
、
大
会
を
前
に
生

徒
た
ち
は
市
役
所
を
訪
れ
、
立
川

亮
太
君
（
緑
ケ
丘
中
３
年
・
桜
町

西
）が
「
大
分
県
の
代
表
、竹
田
市

の
中
学
生
と
し
て
恥
か
し
く
な
い

よ
う
に
頑
張
っ
て
き
ま
す
。」と
意

気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。実際に手作りロボットを操作する生徒
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ぼくたち・わたしたちの学び舎

久住大すき　学校大すき　友だち大すき　自分大すき
「未来の竹田市プラン」を発信
　本校は、11月に学力向上拠点形成事業（文
部科学省指定）の研究発表会を行いました。
その研究成果の一端を紹介します。
　公開授業で、６年生は地域で活躍する方々

に取材したことをもとに、自分たちで考えた「未来の竹田市プラン」
をパネルディスカッションで発表しました。取材の過程で、竹楽の
事前準備のボランティアに参加し、竹田市のよさを観光や街の活性
化につなげる取り組みを実体験できました。また、都会と農村をつ
なぐ事業に取り組んでいるNPO法人「久住高原みちくさ案内人倶楽
部」の干し柿作りを体験して、久住の自然はわたしたちの宝という
ことを実感できました。
　この学習を通して、子どもたちはさらに『竹田大すき　久住大すき』になりました。

孫から元気をもらう
　本校では毎秋 PTAで「祖父母学級」に取り組んでいます。今年は、
布で作るわらじづくりや竹ひごから作る凧 ( たこ ) づくりなどにチ
ャレンジしました。祖父母や地域の老人会の皆さんから手ほどきを
うけながら、子どもたちは慣れない手つきでわらじや凧を完成させ
ました。
　この祖父母学級のよさは、子どもたちが祖父母の技や知恵を学ぶ
だけでなく、『おじいちゃん、おばあちゃんが孫から元気をもらう』
ことにあります。おじいちゃん、おばあちゃんたちの笑顔と笑い声
が会場を包みました。　　　　　　　　　　　　　　（吉野　修介）

ど
う
す
る
？
地
球
環
境

　

11
月
28
日
㈬
、
明
治
小
学
校
で

環
境
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
シ
ャ
ー
プ
㈱
が
、
環
境

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
連
携
し
、「
子
ど
も

た
ち
が
地
球
環
境
を
思
い
や
る
心

を
育
み
、
環
境
を
意
識
し
た
生
活

習
慣
を
身
に
つ
け
る
お
手
伝
い

を
。」
と
全
国
の
小
学
校
を
対
象

に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
４
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
の
11
名
が
、
実
験
や
ク
イ
ズ

を
交
え
た
わ
か
り
や
す
く
楽
し
い

授
業
で
、
地
球
温
暖
化
の
問
題
や

省
エ
ネ
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ほ

か
、
地
球
環
境
に
優
し
い
生
活
に

つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。

中
学
生
６
人
が
ド
イ
ツ
を
訪
問

　

市
内
の
中
学
校
２
年
生
６
名
が
、

12
月
５
日
㈬
か
ら
13
日
㈭
ま
で
姉

妹
都
市
で
あ
る
ド
イ
ツ・
バ
ー
ト
ク

ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

12
月
４
日
㈫
、
出
発
を
前
に
市

役
所
を
訪
れ
た
生
徒
た
ち
は
、「
お

互
い
の
文
化
を
伝
え
合
い
た
い
。」

な
ど
と
話
し
、
牧
市
長
は
「
健
康

に
十
分
気
を
つ
け
て
、
積
極
的
に

交
流
し
て
き
て
。」
と
送
り
出
し
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
次
の
６
人
で
す
。

　

甲
斐
悠
平
さ
ん
（
竹
田
南
部
中
）

　

佐
田
愛
花
さ
ん
（
緑
ケ
丘
中
）

　

吉
野
祐
美
さ
ん
（
直
入
中
）

　

馬
場
瑞
穂
さ
ん
（
直
入
中
）

　

工
藤
美
紗
さ
ん
（
直
入
中
）

　

安
藤
優
里
さ
ん
（
直
入
中
）

市役所を訪れた 6人

モーターで電気を起こす実験



13　2008年 1月発行

㉘

　
風
穴
が
今
も
黒
岳
登
山
道
の

重
要
な
拠き

ょ
て
ん点

に
な
っ
て
い
る
こ

と
は
、
皆
さ
ん
も
十
分
ご
承
知

の
通
り
で
す
。

　
こ
の
風
穴
を
11
年
も
の
間
探

し
求
め
、
発
見
し
た
人
が
都
野

地
区
岳が

く
ろ
く麓

寺じ

出
身
の
木
下
羊
三

氏
で
し
た
。

　
氏
は
、
風
穴
を
発
見
し
た
当

時
（
明
治
37
年
）、
日
本
を
代

表
す
る
産
業
の
一
つ
で
あ
っ
た

養よ
う
さ
ん
ぎ
ょ
う

蚕
業
を
志

こ
こ
ろ
ざし
、
研
究
を
し
て

い
ま
し
た
が
、「
一
度
に
多
く

の
蚕さ

ん
し
ゅ種

の
貯
蔵
が
で
き
な
い
の

で
、
何
と
か
し
た
い
も
の
だ
。」

と
風
穴
探
し
を
始
め
た
訳
で

す
。「
富
士
山
麓
に
あ
る
も
の

が
九
重
山
群
の
中
に
も
あ
る
は

ず
だ
。」
と
自
宅
の
裏
山
の
至

る
所
を
探
し
求
め
、
11
年
も
の

歳
月
を
費
や
し
て
や
っ
と
探
し

当
て
た
場
所
が
、
大
船
山
と
黒

岳
の
中
腹
〝
セ
リ
口
谷
〞
と
呼

「風
ふうけつ

穴」を発見した木
きのしたようぞう

下羊三
ば
れ
て
い
る
所
で
し
た
。

　
夏
で
も
氷
を
残
し
て
い
る
火

山
岩
の
岩
穴
の
中
に
蚕
種
の
貯

蔵
施
設
を
造
り
、
夏
の
蚕
種
の

貯
蔵
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

「
大
船
山
風
穴
会
社
」
を
設
立

し
た
訳
で
す
。

　
大
正
５
年
の
新
聞
記
事
に
よ

る
と
、
九
州
・
四
国
・
中
国
等

か
ら
10
万
枚
を
超
え
る
程
の
蚕

種
の
貯
蔵
の
注
文
が
寄
せ
ら
れ

た
と
の
こ
と
で
す
。
繁
栄
を
誇

っ
た
こ
の
会
社
も
年
が
経
過
す

る
に
つ
れ
て
、
養
蚕
業
の
衰お

と
ろ

え
や
貯
蔵
方
法
の
向
上
等
に
よ

り
、
大
正
の
末
に
は
つ
ぶ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
木
下
羊
三
氏
は
、

以
前
か
ら
〝
魔
の
山
〞
と
し
て

人
を
寄
せ
付
け
な
か
っ
た
黒
岳

を
は
じ
め
、
大
船
山
等
の
山
に

つ
い
て
の
紹
介
や
植
物
の
指

導
、
案
内
に
面
倒
を
み
て
く
だ

さ
っ
た
の
で
、「
山
の
主
」
と

呼
ん
で
も
過
言
で
は
な
い
と
久

住
山
志
の
中
で
工
藤
元
平
氏
は

述
べ
て
い
ま
す
。

（
都
野
百
年
の
歩
み
・
久
住
山
志
よ
り
）

　
　
　
　
　
　（
大
久
保
嘉
久
）

　
年
が
明
け
、
昨
年
一
年
の
歩
み
を

振
り
返
っ
た
と
き
、
ま
た
新
た
な
目

標
と
大
き
な
夢
を
胸
に
抱
く
も
の
で

す
。

　
我
々
の
夢
は
今
、
ア
メ
リ
カ
の
ブ

ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
に
あ
り
ま
す
。
結
成

当
時
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
の
進
出
を
目

標
の
一
つ
に
掲
げ
て
い
た
Ｔ
Ａ
Ｏ
は

昨
年
、
遂
に
ア
メ
リ
カ
本
土
へ
の
上

陸
を
果
た
し
ま
し
た
。『
Ｔ
Ａ
Ｏ
史

上
最
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
』
こ
の

ツ
ア
ー
へ
、
ま
る
で
戦
い
に
向
か
う

か
の
よ
う
に
ス
テ
ー
ジ
に
挑
ん
だ
結

果
、
全
米
で
１
・
２
位
を
争
う
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
会
社
「
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｉ
」
か

ら
の
熱
烈
な
ラ
ブ
コ
ー
ル
を
受
け
る

ちょっと
　よりみち

第28回

木下羊三氏

　
今
年
も
Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
前
の

稲
葉
川
河
畔
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
点
灯
、
澄
ん
だ
空
気
の
中
、

優
し
く
光
り
輝
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
駐
車
場
に
は

屋
台
が
並
び
ま
し
た
。
寒
さ
が
身

に
し
み
る
日
は
、
夏
の
虫
の
よ
う

に
屋
台
の
灯
か
り
に
引
き
寄
せ
ら

れ
、
つ
い
つ
い
寄
り
道
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　
く
れ
ぐ
れ
も
「
飲
ん
だ
ら
、
の

れ
ん
」
を
忘
れ
ず
に
！

2 人もうれしそう？

「大きな展望を胸に」

ま
で
に
至
り
ま
し
た
。

　
何
と
２
０
１
０
年
に
は
、
ハ
ワ
イ

を
皮
切
り
に
全
米
ツ
ア
ー
を
行
う
こ

と
が
既
に
確
定
し
て
い
ま
す
。
ま
だ

約
２
年
先
の
話
で
は
あ
り
ま
す
が
、

Ｔ
Ａ
Ｏ
は
そ
の
先
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

･

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
舞
台
に
立
つ

自
分
達
の
姿
を
し
っ
か
り
と
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
の
大
き
な
展
望
を
胸
に
、
今
年

も
早
速
５
日
か
ら
６
か
月
間
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
ツ
ア
ー
、
そ
し
て
２
か
月
間

の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ツ
ア
ー
へ
と
旅

を
続
け
て
行
き
ま
す
。

　
大
き
な
節
目
と
な
っ
た
年
、
昨
年

も
一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
今
年
も
精
進
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
応
援
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

  （
Ｔ
Ａ
Ｏ
リ
ー
ダ
ー

　
水
藤
　
義
徳
）
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食育ツーリズム雇用創出大作戦　（新パッケージ事業）

食育ツーリズムによる雇用創出
　食育ツーリズムとは、『食』・『癒し』・『運動』という視点で地
域資源に光をあて、磨きをかけることで、住む人にとっても訪れ
る人にとっても、心地よい時間や場つくりをします。
　食育ツーリズムによる雇用創出では、竹田市ならではの豊かな
地域資源からの産物「食」を中心とした事業展開を図るとともに、
地域の伝統食づくりの研究を行う食育ネットや竹田研究所と連携
し、「食」という地域資源を活用した雇用機会の確保を図ります。
　また、滞在型・体験型観光地を開発し、ツーリズムと「食」を
リンクした取組みを進めます。

（1）ツーリズム（観光）関連事業
　①　竹田直入温泉地づくり研究会
　　　竹田直入温泉連絡協議会を中心に滞在型観光を
　　促進していくため、宿泊サービスの品質の更なる
　　向上や新たな滞在プランの提供等、滞在客に信頼
　　される温泉地としての研修事業を行い、宿泊施設
　　等が必要とする人材を育成します。
　②　観光ガイド・接客マナー研究会
　　　豊かな自然環境を観光資源として活用し、トレ
　　ッキングガイドや自然観察ガイド等の体験観光を
　　推進するため、体験ガイド育成研修事業を実施し、
　　人材の育成（一般的なガイド養成）を図ります。又、
　　宿泊施設や店舗従業者を対象にした、竹田ならで
　　はのおもてなしや接客技術など接客マナー研修を
　　行い、雇用に対応できる人材の確保を図ります。
　③　周遊型観光研究会
　　　長期滞在型を目指す宿泊施設の整備による新た
　　な雇用に対応するため、広域周遊観光のルートの
　　発掘やこれに伴う交通機関の参入、歴史文化のう
　　んちくの旅のノウハウを持った中核的な人材及び
　　求職者や創業希望者を育成するため、ツーリズム
　　事業や周遊ツアー事業等の研修を行います。また
　　ボランティアガイドの起業化（法人化）を図るた
　　めの、上級者向けガイド育成研修を行います。
　④　岡城魅力づくり研究会
　　　城下町竹田のシンボルである岡城阯のガイド養
　　成と岡城会館など城下町観光施設従業者を対象に
　　したサービス・マナー研修を実施します。岡城阯
　　の活性化の具体化を図り、魅力ある料理の研修や
　　城内のガイド案内の研修、さらには施設の観光公
　　社化を図る等の研修会を開催し、またそれらに必
　　要な求職者や創業希望者の研修を行います。
　⑤　アーティスト養成（ステンドグラス）研究会
　　　ガラス細工の技術を研修・習得し、地域拠点店
　　舗や空き店舗を活用し、まちなか研究室などにお

　　いて体験型観光を実現し、新たな雇用の創出や起
　　業の創発を図ります。特にステンドグラス制作に
　　ついては、竹田市の名誉市民でもありステンドグ
　　ラス製作に優れている、芹洋子アドバイザーが製
　　作指導します。

　⑥　アーティスト養成（城下町工芸品）研究会
　　　竹田和紙や田楽火鉢、竹工芸、染織など竹田の
　　風土にあった、新たな竹田市の工芸品を確立し、
　　利活用だけでなく地域の新たな特産品として販路
　　を拡大するため、求職者や創業希望者への研修を
　　行います。
　⑦　交流店舗拠点づくり研究会
　　　空き店舗を活用した創業者の養成や求職者を対
　　象に、新たな城下町の魅力づくりや空き店舗を活
　　用した商店街交流店舗の拠点づくりの研修を行い
　　ます。また、農産物や加工品を置く交流店舗とし
　　て活用し、まちなか拠点を雇用創出の拠点としま
　　す。（城下町、荻、久住、直入）
　⑧　商家民泊研究会
　　　商店街では戦前の蔵や商家が現存しており、そ
　　の改修や改装を行い宿泊施設（商家民泊）を整備
　　し、「竹田の宿」を創出するため、求職者や創業希
　　望者への研修を行います。

《人材育成メニュー》　　対象 : 求職者、創業希望者などに対する研修事業

実
技
指
導
を
す
る
芹
洋
子
講
師
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（2）食育（食づくり）関連事業
　⑨　薬膳惣菜研究会
　　　地域求職者に対し郷土伝統料理の技術を身につ
　　けることを目的とし、薬膳料理を普及させるため
　　新たに一般募集者を対象として、薬膳料理に関す
　　る知識や料理の技術、商品開発のノウハウを研修
　　し、薬膳料理に取り組む求職者や創業希望者への
　　研修を行います。
　⑩　名水料理研究会
　　　「食育」という新たな視点を加え、開発から販
　　売まで一連の流れをフォローアップし、「名水料
　　理」というひとつのマーケットとして確立し、名
　　水蕎麦屋や農家レストランの立ち上げに必要な研
　　修を行うため、求職者や創業希望者への研修を行
　　います。
　⑪　まちなかオーベルジュ研究会
　　　商店街で旧家の蔵や商家を改装し、「食育」と
　　いう新たな視点から、竹田らしさを演出できる料
　　理を開発し、商店街そのものを「まちなかオーベ
　　ルジュ」として立ち上げるため求職者や創業希望
　　者への研修を行います。

　⑫　ジュース研究会
　　　地域産品であるかぼすやトマト、ピオーネ（ぶ
　　どう）、サフラン、プラム、イチゴ、名水等を組
　　み合わせたジュースの共同研究により多くの商品
　　をつくる研修を行い、新たな創業者等雇用の確保
　　を図ります。
　⑬　ジャム・ソース研究会
　　　地域産品であるかぼすやトマト、ピオーネ（ぶど
　　う）、サフラン、プラム、イチゴなどの、青果で出荷
　　できない規格外の農産物を使った、新たな加工品

　　作りを自分たちの手で行い、周年で加工、販売が
　　できる新たな創業者等雇用の確保を図ります。
　⑭　アレルギー対策用品製造研究会
　　　安全に生産された農作物を使用し、アレルギー
　　物質を含まないアレルギー対策食品として、「ク
　　ッキー」などの菓子製造や野菜加工品などを利用
　　したレトルト食品の開発製造、販売を行う創業希
　　望者のための研修と、それに必要な求職者への研
　　修を行います。
　⑮　発酵商店街研究会
　　　竹田市には各地に湧水群が存在し、名水を使っ
　　た醸造文化があります。かぼす胡椒や甘酒に焼酎
　　を入れた製品など麹文化の再生を行い、また酒税
　　や酒類製造に関する知識や製造のノウハウを研修
　　し、新たな創業者等雇用の確保を図ります。
　⑯　どぶろく研究会
　　　「竹田名水どぶろく特区」を生かしどぶろく文
　　化の再生を図り、どぶろくの免許や製造に関する
　　研修を行い、併せて農家レストランや農家民宿へ
　　の新たな創業者等雇用の確保を図ります。
　⑰　ワイン・リキュール研究会
　　　地域産品を活用したワインやリキュールの製造
　　に関する、免許や製造技術のノウハウの研修を行
　　い、新たな創業者等雇用の確保を図ります。また、
　　それに必要な求職者への研修を行います。
　⑱　野菜加工研究会
　　　名水で育った高原野菜を活用し、野菜の加工（カ
　　ット野菜）のノウハウを研修し、野菜加工の新た
　　な創業者等雇用の確保を図ります。また、それに
　　必要な求職者への研修を行います。
　⑲　山菜加工研究会
　　　こごみ、ワラビ、ぜんまい等山菜の生産、加工、
　　販売の拡大による「山菜のまち竹田」を推進する
　　ため、山菜の加工や販売の新たな創業者等雇用の
　　確保を図ります。また、それに必要な求職者への
　　研修を行います。
　⑳　農産加工開発研究会
　　　各農産物加工所で製造、販売されているまんじ
　　ゅうや餅、味噌、豆腐などの長期保存や冷凍技術
　　の導入により雇用の創出を図ります。また農産加
　　工の新たな創業者等雇用の確保を図ります。また、
　　それに必要な求職者への研修を行います。

　　Ｑ .　研究会は何をするのですか？
　　Ａ .　各研究会は、この新パッケージ事業をするうえでの「受け皿」とお考えください。研究会で開催する
　　　　研修や講演、実技指導などは、求職者や創業希望者が雇用されるために必要な人材を育成するものです。
　　Ｑ .　研修会や講演会は、誰でも受講できますか。
　　Ａ .　竹田市内にある事業所の事業主や従業員の方、竹田市内に就職を希望する人や創業を希望している方
　　　　ならどなたでも参加できます。ただし、定員になり次第、締め切らせていただく研修があります。
　　Ｑ .　この事業は、補助金や助成金が交付されるのですか。
　　Ａ .　この事業では、研修事業を主要な事業としています。補助金や助成金を交付する内容とはなっていま
　　　　せん。なお、地域　創業助成金（ハローワーク）や各種雇用対策の助成制度については、ご相談ください。
※ 研修会、講演会、技術指導への参加など、お気軽にお問い合わせください。

　●お問い合せ　竹田市経済活性化促進協議会　竹田市大字会々 2027-1（城北町・おたまや公園内）
　　　　　　　　☎ 62-2122　℻62-3953　E-mail:jimukyoku@otamaya.jp ホームページ　http://otamaya.jp

Ｑ　
＆　
Ａ

商
家
民
泊
・
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
の
研
究

mailto:jimukyoku@otamaya.jp
http://otamaya.jp
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競　技　日　程
ソフトボール　2008年9月28日～30日
ラグビー　　2008年10月3・5・7日
山　　岳　　2008年10月3日～5日
国体まで
　　あと270日

チャレンジ ! おおいた国体
竹田市実行委員会
TEL （63）4822
FAX （62）3488

e-mail:kokusui@city.taketa.lg.jp
　国体・掲載記事に関するご意
見、お問い合わせは上記まで　

宇
う つ ぎ

津木　妙
たえ

子
こ

1953 年生まれ。埼玉県
出身。中学、高校、社会
人でプレー。2000 年シ
ドニー、2004 年アテネ
とオリンピック日本代表
監督となり、シドニーで
は銀メダルを獲得。

全試合で鮮やかなノックを披露。会場は釘
づけに。

「人見知りしやすくて、最初はよ
く怖いって言われる」と苦笑して
いた宇津木さん。時折見せた優し
い「眼」はさらに印象深かった。

 

と
み
ぃ
の
部
屋

　
「
眼
」
か
ら
得
た
も
の

　

ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
に
入
っ
た
瞬

間
、
た
だ
な
ら
ぬ
緊
張
感
に
体
が

固
ま
る
。
宇
津
木
さ
ん
に
挨
拶
を

し
よ
う
と
す
る
が
言
葉
に
な
ら
な

い
。
鋭
い
「
眼
」。
自
分
の
心
を

見
透
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
思
い

が
し
た
か
ら
だ
。

　
〝
眼
は
心
の
鏡
〞
と
慣
用
句
に

あ
る
。
話
を
し
て
い
る
間
ず
っ
と
、

宇
津
木
さ
ん
の
「
眼
」
を
追
っ
た
。

長
く
、
競
技
に
携
わ
り
、
楽
し
い

こ
と
も
、
時
に
は
非
情
な
現
実
を

も
目
の
当
た
り
に
し
な
が
ら
今
日

に
至
っ
て
い
る
そ
の
「
眼
」
は
、

自
信
と
輝
き
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

〝
競
技
が
好
き
〞〝
ス
ポ
ー
ツ
の
良

さ
を
伝
え
た
い
〞
と
い
う
純
粋
な

思
い
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

あ
の
時
の
宇
津
木
さ
ん
の「
眼
」

は
私
自
身
の
心
を
再
確
認
す
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
国
体
ま
で

２
７
０
日
。
残
さ
れ
た
期
間
で
私

が
で
き
る
こ
と
を
全
力
で
や
っ
て

い
こ
う
と
思
う
。

　

昨
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
で
は
超

一
流
の
プ
レ
ー
に
会
場
全
体
が
酔
い
し
れ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
。
ル
ネ
サ
ス
高
崎
女
子
ソ
フ
ト
部
の
総
監
督
で
あ
る
宇
津
木
妙
子
さ

ん
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
へ
の
思
い
、
10
月
に
控
え
た
大
分
国
体
へ
向
け
て

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

基
本
的
な
こ
と
を
日
頃
か
ら

　

勝
つ
為
に
は
練
習
を
す
れ
ば
良
い

の
だ
け
ど
、
一
番
は
自
分
自
身
が
一

生
懸
命
が
ん
ば
る
こ
と
。
そ
し
て
チ

ー
ム
メ
イ
ト
に
対
し
て
思
い
や
り
を

持
ち
、
自
分
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
は
責

任
を
持
つ
。
一
人
一
人
が
目
標
を
明

確
に
し
た
中
で
、
全
員
が
同
じ
方
向

を
向
い
て
い
く
こ
と
。
そ
の
基
本
と

し
て
、
挨
拶
や
整
理
整
頓
、
時
間
厳

守
と
い
っ
た
、
日
常
生
活
に
あ
る
当

た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
す
る

こ
と
が
大
切
じ
ゃ
な
い
の
か
な
。
い

く
ら
技
術
が
あ
っ
て
も
心
が
な
け
れ

ば
い
い
プ
レ
ー
も
生
ま
れ
な
い
し
、

周
り
の
人
も
応
援
し
て
く
れ
な
い
。

常
に
そ
の
姿
勢
で
取
り
組
め
る
か
ど

う
か
、
こ
れ
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
外
を

問
わ
ず
、
ど
ん
な
こ
と
に
お
い
て
も

言
え
る
と
思
う
。
だ
け
ど
、
そ
の
当

た
り
前
に
す
る
こ
と
が
当
た
り
前
に

な
っ
て
し
ま
う
の
も
良
く
な
い
の
で

す
が
。

 

チ
ー
ム
は
一
人
じ
ゃ
な
い

 

〜
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
人
生
の
始
ま
り
〜

　

高
校
１
年
の
時
、
先
輩
の
厳
し
さ

に
耐
え
ら
れ
ず
、
同
級
生
達
と
学
校

に
行
か
な
い
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
結
局
行
か
な
か
っ
た
の

は
私
だ
け
。
一
人
で
練
習
し
て
ま
し

た
。〝
一
人
で
も
で
き
る
〞
と
思
っ

て
た
ん
で
す
。
１
週
間
ぐ
ら
い
し
て

戻
っ
た
け
ど
、
先
生
か
ら
「
チ
ー
ム

は
お
前
一
人
じ
ゃ
な
い
。
み
ん
な
が

い
て
チ
ー
ム
な
ん
だ
！
な
ぜ
皆
が
耐

え
ら
れ
て
お
前
だ
け
が
耐
え
ら
れ
な

か
っ
た
ん
だ
？
」
と
ひ
ど
く
怒
ら
れ
、

１
か
月
間
ず
っ
と
、
雑
用
と
草
む
し

り
し
か
さ
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し

た
。〝
チ
ー
ム
っ
て
自
分
だ
け
じ
ゃ

な
い
ん
だ
。〞
と
気
づ
き
、
し
ば
ら

く
反
省
の
日
々
を
送
り
ま
し
た
。

　

や
っ
と
練
習
に
参
加
で
き
、
直
後

の
新
人
戦
で
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
選
ば

れ
た
け
ど
、
私
が
休
ん
で
い
る
間
レ

ギ
ュ
ラ
ー
だ
っ
た
同
級
生
は
補
欠
に

ま
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
そ

の
同
級
生
か
ら
は
意
地
悪
を
さ
れ
、

チ
ー
ム
に
も
ま
た
迷
惑
を
か
け
て
し

ま
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
〝
絶
対
結
果

を
出
し
て
同
級
生
を
納
得
さ
せ
る
〞

と
決
め
、
そ
れ
か
ら
毎
日
、
朝
早
く

か
ら
部
活
が
終
わ
っ
た
後
も
遅
く
ま

で
残
っ
て
練
習
し
ま
し
た
。
卒
業
す

る
ま
で
続
け
ま
し
た
が
、
最
後
の
国

体
で
準
優
勝
し
た
時
、
そ
の
同
級
生

か
ら
「
ご
め
ん
ね
。
あ
り
が
と
う
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。〝
自
分
だ
け
が
い

い
思
い
を
し
て
チ
ー
ム
に
迷
惑
を
か

け
る
よ
う
な
こ
と
は
し
て
は
い
け
な

い
、
逃
げ
て
は
い
け
な
い
ん
だ
〞
と

改
め
て
心
に
誓
い
ま
し
た
。
こ
の
出

来
事
が
今
の
私
に
つ
な
が
っ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

 

何
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
？

　

国
体
っ
て
人
と
人
と
の
触
れ
合
い

の
場
だ
と
思
う
。
今
の
日
本
は
人
間

関
係
を
築
く
上
で
非
常
に
難
し
い
世

の
中
に
な
っ
た
。
連
日
痛
ま
し
い
事

件
が
お
こ
る
。
そ
ん
な
殺
伐
と
し
た

中
で
の
２
巡
目
の
国
体
。〝
チ
ャ
レ
ン

ジ
！
〞
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

大
分
の
人
は
国
体
を
通
じ
て
何
に
挑

戦
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

　

挑
戦
も
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
あ
る
。

私
は
ず
っ
と
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金

メ
ダ
ル
を
取
る
」
と
い
う
夢
に
挑
戦

を
続
け
、
今
度
は
「
ソ
フ
ト
を
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
に
復
活
さ
せ
る
」
と

新
た
な
夢
に
向
か
っ
て
い
る
。
こ
う

い
う
思
い
は
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と

に
限
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
人
生

の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し

て
い
く
、
強
い
気
持
ち
を
も
っ
て
毎

日
一
生
懸
命
生
き
て
い
く
、
人
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
、
そ
の
き
っ

か
け
が
国
体
で
あ
っ
て
も
ら
え
る
と

い
い
ね
。

mailto:kokusui@city.taketa.lg.jp
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第
３
回
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン

カ
ッ
プ
大
分・竹
田
大
会
が
12
月
１
、２

日
に
竹
田
高
校
修
道
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
男
女
合
わ
せ

て
75
人
の
選
手
が
参
加
。
国
内
外
で

活
躍
す
る
ト
ッ
プ
ク
ラ
イ
マ
ー
も
い

て
、
熱
の
こ
も
っ
た
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、男
子
は
渡
辺
数
馬
選
手
（
千
葉
）

が
初
優
勝
、
女
子
は
高
校
３
年
生
の

野
口
啓あ

き

代よ

選
手
（
茨
城
）

が
大
会
３
連
覇
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。

　

来
年
の
大
分
国
体
か

ら
山
岳
の
正
式
競
技
と

な
る
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
。

大
分
は
も
と
よ
り
九
州

で
も
な
じ
み
の
薄
い
競

技
で
、
初
め
て
観
戦
に

来
た
方
は「
見
て
て
、冷
や
冷
や
す
る
」

と
い
う
第
一
声
。
家
族
で
観
戦
に
来

た
と
い
う
麻
生
清さ

や
か香

さ
ん
は
、「
実
際

に
見
る
と
面
白
い
で
す
ね
。
何
回
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
や
っ
と
登
り
切
っ

た
と
こ
ろ
を
み
た
ら
思
わ
ず
拍
手
し

た
く
な
っ
た
。」
と
、
山
﨑
エ
ミ
子

さ
ん
は
、「
身
軽
い
格
好
で
登
る
か

ら
び
っ
く
り
し
た
。」と
い
う
感
想
で

し
た
。
い
つ
か
こ
の
よ
う
な
大
会
に

竹
田
市
の
選
手
が
出
場
し
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
で
す
ね
。

3 連覇の野口啓代選手
　「予選 1位だったので、逆転されないよ
うに決勝はがんばりました。優勝できて
すごくうれしかったです。大分国体は新
競技最初の年なので絶対優勝したいです」

5mの人工壁を体だけで登り切る

●
人
が
簡
単
に
登
れ
な
い
よ
う
な
と

こ
ろ
を
登
っ
て
い
る
爽
快
感
が
あ
り

ま
す
。
観
客
席
が
近
い
の
で
、
声
援

が
よ
く
聞
こ
え
、
気
持
ち
が
盛
り
上

が
り
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
め
る
と

こ
ろ
が
い
い
で
す
ね
。

　
　
　
　
　

 （
尾
川
智
子
選
手
・
29
）

●
リ
ー
ド
と
違
っ
て
早
い
勝
負
と
大

き
な
動
き
が
あ
り
ま
す
。
陸
上
で
言

う
短
距
離
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
無
理

を
し
な
け
れ
ば
60
、
70
代
に
な
っ
て

も
楽
し
め
る
し
、
若
い
人
が
多
い
の

で
い
つ
ま
で
も
気
持
ち
を
活
性
で
き

ま
す
よ
。　

  （
牛
澤
敬
一
選
手
・
51
）

●
憧
れ
の
選
手
と
一
緒
に
試
合
で
き

る
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
い
し
、
幸
せ

で
す
。（
大
田
理り

さ裟
選
手
・
14
と
小
田

桃も
も
か花

選
手
・
13　

一
緒
に
答
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
）

応
援
は「
ガ
ン
バ
！
」

　

競
技
選
手
に
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
の

魅
力
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

フリークライマーとして活躍中の尾川
智子選手（右）と出場最年少、小学 6
年生の尾

おのえ

上彩選手（左）。

〜
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
〜
 

一
人
一
人
の
心
に
残
る
国
体
を
め
ざ
し
て
！

　

今
年
は
い
よ
い
よ
チ
ャ
レ
ン
ジ
お
お
い
た
国
体
の
年
で
す
。
竹
田
市
で
開
催

さ
れ
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
山
岳
の
３
競
技
に
、
役
員
・

選
手
等
約
３
、２
０
０
人
の
関
係
者
を
全
国
か
ら
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
競
技
を
運
営
す
る
た
め
に
、
延
べ
約
３
、０
０
０
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
応
援
等
を
含
め
ま
す
と
、
大
半
の
市
民
の
方
に
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
国
体
に
参
加
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
体
成
功
の
鍵
は
、
一
人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
国
体
に
関
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
心
の
交
流
が
生
ま
れ
、
竹
田
市
を
全

国
に
発
信
す
る
機
会
と
な
れ
ば
目
的
の
一
つ
も
達
成
で
き
ま
す
。
ま
た
、
全
国

レ
ベ
ル
の
競
技
に
接
す
る
こ
と
は
、
青
少
年
を
は
じ
め
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の

意
識
を
高
め
、
健
康
で
活
力
あ
る
地
域
の
創
造
に
寄
与
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

温
か
く
、
真
心
の
こ
も
っ
た
「
お
も
て
な
し
の
心
」
が
、
素
晴
ら
し
い
競
技

を
生
み
だ
し
、
竹
田
フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

めじろんが

行く!!
今年もよろしく
お願いします。

↑お友達と一緒に抽選会に参加
　（久住・第 13 回はづき
　　チャリティーコンサート）

めじろんもしゃんしゃん音頭で
　　　　　しゃんしゃん踊る→
（第 3回歳末助け合い
　　　　チャリティーショー）

←地区のふれあい行事にも参
　加しました。
　（竹田・菅生地区　地区交
　流会）すごうキッズのお友
　達と

競技の様子
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まちの話題

作戦と技術が必要

ロードレース（5年生女子）のスタート

委嘱状を受け取る渡邊さん 優勝した玉来Ａチーム

選手宣誓をする後藤知穂選手

久
住
山
の
麓
で
健
脚
を
競
う

　

第
61
回
竹
田
市
駅
伝
競
走
大
会

が
、
11
月
25
日
㈰
、
直
入
中
央
公

民
館
前
か
ら
竹
田
市
総
合
運
動
公

園
ま
で
の
７
区
間
30
・
９
㎞
の
コ

ー
ス
で
行
わ
れ
、
地
区
代
表
の
19

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
Ａ
部

は
玉
来
Ａ
、
Ｂ
部
は
豊
岡
チ
ー
ム

が
優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
分

県
郡
市
対
抗
女
子
駅
伝
の
結
団
式

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

多
様
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

　

11
月
30
日
㈮
、
竹
田
市
役
所
で

民
生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱
状
伝

達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
を
代
表
し
て
竹
田
市
民
生

児
童
委
員
協
議
会
会
長
の
渡
邊
文

夫
さ
ん
が
「
心
豊
か
な
竹
田
市
の

実
現
に
向
け
て
ま
い
進
し
ま
す
。」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

ボ
ー
ル
の
音
が
コ
ー
ト
に
響
く

　

第
３
回
竹
田
市
長
旗
争
奪
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
12
月
１
日
㈯

に
直
入
総
合
運
動
公
園
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
約
30
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
白
熱
し
た
真
剣
勝
負
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
次
倉
チ
ー
ム
が
優
勝

し
ま
し
た
。

寒
さ
に
負
け
ず
力
走

　

12
月
１
日
㈯
、
竹
田
市
総
合
運

動
公
園
で
第
34
回
竹
田
市
少
年
少

女
駅
伝
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
５
、６
年
生
が
駅
伝
と

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に
分
か
れ
健
脚
を

競
い
、
駅
伝
は
男
女
と
も
南
部
小

学
校
が
優
勝
し
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
多
く
の
善
意

　

第
13
回
は
づ
き
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
が
、
11
月
24
日
㈯
に

久
住
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。
歌
や
演
奏
の
ほ
か
、
大
分
市

の
ひ
ょ
っ
と
こ
同
好
会
も
出
演
し

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

今
回
の
益
金
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
や
福
祉
施
設
、
保
育
園
や
小

中
学
校
等
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

おいしいトンカツ

11
月
29
日
は『
い
い
肉
の
日
』

　

大
分
県
畜
産
協
会
と
大
分
県
養

豚
協
会
は
、
11
月
29
日
㈭
、
い
い

肉
の
日
に
ち
な
み
、
市
内
の
小
中

学
校
20
校
の
給
食
２
、１
５
６
食

分
の
豚
肉
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

生
産
者
等
11
名
が
久
住
小
学
校

を
訪
れ
、
安
く
て
健
康
に
い
い
豚

肉
に
つ
い
て
説
明
、
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
給
食
を
食
べ
ま
し
た
。

お
稲
荷
さ
ん
が
現
わ
れ
た

　

11
月
24
日
㈯
、
今
年
で
６
回
目

と
な
る
『
お
稲
荷
さ
ん
が
舞
い
込

ん
だ
』（
佐
藤
英
一
代
表
）
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
着
物
に
キ
ツ
ネ
の

面
を
か
ぶ
っ
た
大
人
や
子
ど
も
た

ち
が
商
店
を
回
り
、
紅
白
の
餅
と

お
札
を
配
り
、
家
内
安
全
や
商
売

繁
盛
を
祈
願
し
ま
し
た
。

街中を歩くお稲荷さん

シトメンズの演奏
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まちの話題

助
け
合
い
の
舞
台
に
歓
声
が
響
く

　

第
３
回
歳
末
助
け
合
い
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
が
、
12
月
１
日
㈯
、

竹
田
市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
歌
や
踊
り
、
演
劇
が
行
わ
れ
、

た
く
さ
ん
の
人
で
埋
め
尽
く
さ
れ

た
客
席
か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
わ

い
て
い
ま
し
た
。
益
金
は
、
夏
の

バ
ザ
ー
等
の
収
益
と
合
わ
せ
て
、

生
活
困
窮
者
や
福
祉
団
体
に
配
分

さ
れ
ま
す
。

「岡
おかしい

椎医院とお婆さん」の一幕準優勝した竹田市チーム

「千の風になって」も演奏

全員でしめ縄もなう

楽
し
い
ポ
ス
タ
ー
で
明
る
い
選
挙

　

大
分
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
が
行
う
、
平
成
19
年
度
明
る
い

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

で
、倉
橋
み
な
み
さ
ん（
城
原
小
６

年
）
と
小
島
直
人
く
ん
（
竹
田
小

５
年
）
の
作
品
が
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
二
人
の
作
品
は
、

２
０
０
８
明
る
い
選
挙
！
カ
レ
ン

ダ
ー
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

健康♥長寿吐合愛育班

合唱する「コール・リリア」の皆さん

楽
し
く
体
を
動
か
し
て
健
康
に

　

12
月
９
日
㈰
、
平
成
19
年
度
竹

田
市
健
康
づ
く
り
推
進
大
会
が
、

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
に
つ
い
て
の
講

演
や
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
体
験
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、参
加
者
は
心
身

と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
た
。

豊
後
二
見
ヶ
浦
に
大
し
め
縄

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
佐
伯

市
上
浦
に
あ
る
豊
後
二
見
ヶ
浦
の

大
し
め
縄
の
張
り
替
え
が
、
12
月

９
日
㈰
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
荻
地
域
を
中
心
に
約
80

名
が
参
加
し
、
大
し
め
縄
の
張
替

え
の
ほ
か
、餅
つ
き
等
を
行
い
、交

流
を
深
め
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
は
優
し
い
音
楽
で

　

第
19
回
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
の
夕

べ
が
、
12
月
15
日
㈯
、
竹
田
商
工

会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

合
唱
や
演
奏
等
が
行
わ
れ
、

１
５
０
人
を
越
え
る
人
が
つ
め
か

け
、
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
会
場
は
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
和
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ゆ
っ
た
り
と
ジ
ャ
ズ
を
楽
し
む

　

第
33
回
ブ
ル
ー
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー

ト
が
、
12
月
８
日
㈯
、
竹
田
市
文

化
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
つ
め
か
け
た
約
８
０
０

人
の
フ
ァ
ン
は
、
間
近
に
聴
く
生
の

ジ
ャ
ズ
演
奏
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

粘
り
の
走
り
も
届
か
ず
準
優
勝

　

12
月
２
日
㈰
、
第
20
回
大
分
県

郡
市
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会

が
、
大
分
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
連
覇
を
狙
っ
た
竹
田
市
は
、

粘
り
の
走
り
で
、
社
会
人
が
圧
倒

的
な
強
さ
を
見
せ
る
大
分
市
を
最

後
ま
で
追
走
し
ま
し
た
が
届
か
ず
、

残
念
な
が
ら
準
優
勝
で
し
た
。

倉
橋
さ
ん
の
作
品

小
島
く
ん
の
作
品
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保健だより
 

や
っ
て
み
よ
う

　

心
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

　

体
の
不
調
は
気
に
か
け
て
も
、

心
の
不
調
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
い

ま
せ
ん
か
？

　

次
の
質
問
で
心
の
健
康
度
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

最
近
２
週
間
の
あ
な
た
の
様
子

に
つ
い
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

Ａ
項
目

□
毎
日
の
生
活
に
充
実
感
が
な
い
。

□
こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
や
れ
て
い

　

た
こ
と
が
楽
し
め
な
い
。

□
以
前
は
楽
に
で
き
て
い
た
こ
と

　

が
、
今
で
は
お
っ
く
う
に
感
じ

　

ら
れ
る
。

□
自
分
が
役
に
立
つ
人
間
だ
と
思

　

え
な
い
。

□
訳
も
な
く
疲
れ
た
よ
う
な
感
じ

　

が
す
る
。

Ｂ
項
目

□
死
に
つ
い
て
何
度
も
考
え
る
こ

　

と
が
あ
る
。

□
気
分
が
ひ
ど
く
落
ち
込
ん
で
、

　

自
殺
に
つ
い
て

　

考
え
る
こ
と
が

　

あ
る
。

 

判
定
方
法

　

Ａ
項
目
が
２
項
目
以
上
あ
る
い

は
Ｂ
項
目
が
１
項
目
以
上
、
２
週

間
以
上
ほ
と
ん
ど
毎
日
続
い
て
い

て
、
辛
い
気
持
ち
に
な
っ
た
り
、

生
活
に
支
障
が
出
て
い
る
場
合
は

う
つ
病
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

早
め
に
市
町
村
や
保
健
所
、
又

は
か
か
り
つ
け
医
師
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

 

う
つ
病
に
つ
い
て

　

う
つ
病
は
「
心
の
カ
ゼ｣

と
例

え
ら
れ
る
く
ら
い
誰
で
も
か
か
る

病
気
で
す
。
チ
ェ
ッ
ク
項
目
の
よ

う
な
、
心
の
サ
イ
ン
を
早
め
に
見

つ
け
て
し
っ
か
り
休
養
を
と
り
、

専
門
医
に
診
て
も
ら
う
こ
と
が
治

療
の
基
本
で
す
。
き
ち
ん
と
治
療

す
れ
ば
う
つ
病
は
よ
く
な
り
ま
す
。

　

周
囲
の
人
の
接
し
方
と
し
て
は

病
気
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
あ

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
励
ま
し

す
ぎ
、
心
配
し
す
ぎ
、
気
晴
ら
し

を
す
す
め
た
り
は
禁
物
で
す
。
自

殺
を
考
え
る
ほ
ど
苦
し
ん
で
い
る

と
き
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

 

お
気
軽
に
ご
相
談
を
！

＊
大
分
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７‒

５
４
１‒

６
２
９
０

＊
こ
こ
ろ
の
電
話

　

☎
０
９
７‒

５
４
２‒

０
８
７
８

＊
竹
田
保
健
所

　

☎
63‒

２
１
８
７

＊
健
康
増
進
課

　

☎
63‒

４
８
１
０

＊
荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

☎
68‒

２
２
１
４

＊
久
住
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

☎
76‒

１
４
１
９

＊
直
入
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

☎
75‒

２
１
４
２

＊
福
祉
事
務
所

　

☎
63‒

４
８
１
１

 「
心
の
相
談
支
援
事
業
所
」

　

開
設

　

精
神
障
が
い
者
の
生
活
支
援

を
主
な
目
的
に
相
談
事
業
所
が

開
設
し
ま
し
た
。一
人
で
悩
ま
ず

に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
心
の
相
談
支
援
事
業
所
」

　

竹
田
市
大
字
竹
田
１
８
５
５

　
　
　
（
医
療
法
人
雄
仁
会
内
）

　

☎
63‒

３
３
４
６

　

９
時
〜
17
時

※
祝
祭
日
、
年
末
年
始
は
休
み
。

○
相
談
内
容

・
心
の
病
気
に
関
す
る
こ
と

・
病
院
受
診･

入
院･

医
療
費
に

　

関
す
る
こ
と

・
地
域
生
活
に
関
す
る
こ
と

・
就
業･

収
入･

年
金
等
に
関
す

　

る
こ
と

・
そ
の
他
の
お
困
り
ご
と

※
電
話
相
談･

面
接
相
談･

直
接

支
援
等
そ
の
方
に
応
じ
て
対
応

い
た
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

す
。

こころとからだのすこやか交流会
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今月の食育レシピ

　

先
月
は
、
認
知
症
・
知
的
障
が

い
・
精
神
障
が
い
な
ど
で
判
断
能

力
が
十
分
で
な
い
人
の
権
利
や
財

産
を
守
る
た
め
の
公
的
な
し
く
み

と
し
て
「
日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
」
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
し
た
。

　

今
月
は
、
一
定
以
上
の
判
断
能

力
が
な
い
と
判
断
さ
れ
、
日
常
生

活
自
立
支
援
事
業
の
利
用
が
困
難

な
人
で
も
利
用
で
き
る
『
成
年
後

見
制
度
』に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
に
は
、「
法
定

後
見
制
度
」
と
、
将
来
判
断
能
力

が
不
十
分
と
な
っ
た
場
合
に
備
え

る
た
め
の
「
任
意
後
見
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

  

法
定
後
見
制
度

　

ご
本
人
の
判
断
能
力
の
程
度
に

応
じ
て
、
家
庭
裁
判
所
に
選
任
さ

れ
た
後
見
人
（
配
偶
者
や
親
族
、

知
人
、
法
律
や
福
祉
の
専
門
家
等
、

本
人
に
と
っ
て
最
も
適
切
な
人
）

が
次
の
よ
う
な
内
容
に
つ
い
て
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

・
財
産
管
理
…
預
貯
金
の
管
理
、

　

不
動
産
等
の
処
分
、
遺
産
分
割

　
等
財
産
に
関
す
る
助
言
や
支
援
。

・
身
上
監
護
…
介
護
・
福
祉
サ
ー

　

ビ
ス
の
利
用
や
施
設
へ
の
入
退

　

所
の
契
約
、
費
用
支
払
い
、
日

　

常
生
活
上
の
契
約
等
の
支
援
。

※
サ
ポ
ー
ト
内
容
の
詳
細
は
、
本

　

人
の
判
断
能
力
に
応
じ
て
「
後

　

見
」「
保
佐
」「
補
助
」
の
３
つ

　

に
区
分
さ
れ
ま
す
。

手
続
き　

本
人
、
配
偶
者
、
４
親

　

等
内
の
親
族
、
任
意
後
見
受
任

　

者
等
（
申
し
立
て
る
親
族
等
が

　

い
な
い
場
合
は
市
町
村
長
）
が

　

家
庭
裁
判
所
へ
申
し
立
て
を
行

　

い
ま
す
。

費
用　

手
数
料
や
登
記
費
用
で
１

　

〜
２
万
円
、鑑
定
が
必
要
な
場
合

　

別
途
鑑
定
料
が
必
要
と
な
り
ま

　

す
。

※
法
定
後
見
が
開
始
さ
れ
た
場
合

　

は
別
途
報
酬
が
か
か
り
ま
す
。

  

任
意
後
見
制
度

　

将
来
、
判
断
能
力
が
不
十
分
と

な
っ
た
場
合
に
備
え
て
、
本
人
の

判
断
能
力
が
あ
る
う
ち
に
、「
誰

に
」「
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て

も
ら
う
か
」
を
あ
ら
か
じ
め
契
約

に
よ
り
決
め
て
お
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

手
続
き　

公
証
人
の
作
成
す
る
公

　

正
証
書
に
よ
っ
て
「
任
意
後
見

　

契
約
」
を
結
び
ま
す
。
そ
の
後
、

　

本
人
の
判
断
力
が
低
下
し
、
任

　

意
後
見
を
開
始
す
る
際
に
、
任

　

意
後
見
監
督
人
選
任
の
申
し
立

　

て
を
行
い
ま
す
。

費
用　
「
任
意
後
見
契
約
」
を
結

　

ぶ
た
め
に
は
２
万
円
前
後
が
必

　

要
で
す
。

　

任
意
後
見
監
督
人
選
任
の
申
し

立
て
に
は
６
、０
０
０
円
前
後
が

必
要
で
、任
意
後
見
開
始
後
は
「
任

意
後
見
契
約
書
」
に
明
記
さ
れ
た

報
酬
額
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。（
家
族
や
親
族
な
ど
が
後

見
人
と
な
る
場
合
、
無
償
の
場
合

も
あ
り
ま
す
。）

  

成
年
後
見
制
度
の
相
談
窓
口

竹
田
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　

☎
64‒

０
３
１
０

●
お
問
い
合
せ　

保
険
課
介
護
保

　

険
係　

☎
63‒

４
８
０
９

里芋　　　　  80g
人参　　　　  40g
大根　　　　120g
こんにゃく　120g
牛肉薄切り　  80g
厚揚げ　　　  60g
大豆　　　　  60g
干し椎茸　　  2枚
ネギ　　　　  20g
だし汁＋戻し汁 400㏄
サラダ油　　少々

〈作り方〉
１．野菜はすべて２㎝角に切る。
２．里芋とこんにゃくは下ゆで、
　厚揚げは湯通ししておく。干し
　椎茸は戻し、同様に切る。
３．鍋にサラダ油を熱し牛肉を炒
　め、他の材料も炒め合わせる。
４．いりこでとっただし汁と椎茸
　の戻し汁を加えて、やわらかく
　なるまで煮る。アクが出るので
　丁寧に取り除く。
５．調味をして、最後に刻みネギ
　を加えて仕上げる。

 今月の食材　 干し椎茸　およそ 400 年ほど前の江戸時代前期に栽培が始まったと言われる椎茸。現在、
干し椎茸の生産量は大分が日本一、全国の約 35%を占めています。血圧調整、血液サラサラ効果、抗酸化作
用など、健康づくりには欠かせない食材のようです。椎茸は天日に干すことによって、うまみ成分やビタミン
Ｄの含有量が増加します。そして、干し椎茸を使うときは冷水でじっくり時間をかけて戻すこ
とでうまみを引き出しましょう（半日以上が理想です）。戻し汁もだしとして力を発揮します。
　『地元の元気野菜を牛肉と一緒にコトコト煮ます。鶏肉でもいいですよ。味噌で味をつける
のがミソで、手作り味噌を使うとさらに旬の野菜がやさしくなじみ、寒い冬に体を温めてくれ
るでしょう』  　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（久住地域　渕栄養士）

ふるさと野菜のコトコト煮

酒
　…小さじ    １
みりん
　…小さじ 1/2
砂糖
　…大さじ    １
みそ
　…大さじ 1/2
しょうゆ
　…小さじ    ２

〈材料〉４人分

急
募
!!
介
護
認
定
調
査
員

　

介
護
認
定
調
査
を
行
う「
調

査
員
」１
名
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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みんなの
　　ひろば

や
っ
ぱ
り

　
〝
日
本
一
の
炭
酸
泉
〞

　

長
湯
温
泉
が
、
12
月
７
日
㈮
か

ら
再
び〝
日
本
一
の
炭
酸
泉
〞と
し

て
売
り
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
指
摘
を
受
け
、
昨
年

５
月
か
ら
〝
日
本
一
〞
の
使
用
を

自
粛
し
て
き
ま
し
た
が
、
６
月
に

開
か
れ
た
全
国
温
泉
サ
ミ
ッ
ト
で

も
こ
の
問
題
を
議
論
し
、
全
国
の

主
な
炭
酸
泉
を
調
べ
た
結
果
、
炭

酸
濃
度
や
温
度
、
湧
出
量
等
を

総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
長
湯
温

泉
が
特
に
優
れ
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。    

　
山さ

ん
ぞ
く賊
キ
ャ
ン
プ

 

〝
湧
水
募
金
〞を
竹
田
市
へ
寄
付

　

12
月
５
日
㈬
、
大
分
市
で
「
元

祖
炉
ば
た
焼
と
し
ね
グ
ル
ー
プ
」

を
経
営
す
る
利
根
博
己
さ
ん
が
、

「
少
し
で
も
竹
田
市
に
お
返
し
が
し

た
い
。」
と
、
お
店
に
来
た
お
客

さ
ん
等
か
ら
募
っ
た
湧
水
募
金
を

竹
田
市
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

利
根
さ
ん
は
、
20
年
以
上
前
か

ら
お
店
で
使
用
す
る
水
を
、
毎
週

入
田
の
河
宇
田
湧
水
ま
で
汲
み
に

来
て
お
り
、
そ
の
度
に
周
辺
を
掃

除
し
、
ご
み
も
持
ち
帰
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
椅
子
や

踏
み
板
を
大
分
か
ら
持
参
、
修
理

ま
で
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今

で
は
地
元
の
方
た
ち
と
の
親
交
も

深
ま
っ
て
い
ま
す
。

ドラム缶風呂に入浴

改修工事が始まった円通閣

募金を牧市長に手渡す利根さん（右）

 

し
め
飾
り
づ
く
り

一つ一つ丁寧に作りました

　

し
ら
ゆ
り
幼
稚
園
（
堀
賢
士
園

長
78
名
）
で
は
、
電
気
や
水
道
の

無
い
昔
の
生
活
を
寝
泊
り
し
て
体

験
す
る
〝
山
賊
キ
ャ
ン
プ
〞
を
毎

年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
11
月
24
日
㈯
か
ら
25
日

㈰
に
か
け
て
、
さ
く
ら
組
の
園
児

28
名
の
ほ
か
、
別
府
大
学
短
期
大

学
部
初
等
教
育
科
幼
児
体
育
研
究

会
の
学
生
18
名
も
参
加
し
、
吉
岡

典
文
さ
ん
（
上
鹿
口
）
所
有
の
田

ん
ぼ
に
わ
ら
小
屋
を
建
て
、
竹
箸

作
り
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
等

を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
保
護
者
の
い

な
い
と
こ
ろ
で
の
宿
泊
や
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
を
通
し
て
、
友
だ
ち
や

お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
、
先
生
と
ふ

れ
あ
い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

 

円え
ん
つ
う
か
く

通
閣　
改
修
工
事
始
ま
る

　

市
指
定
有
形
文
化
財
の
真
言
宗

願
成
院
（
愛
染
堂
）
円
通
閣
が
、

老
朽
化
や
近
年
の
台
風
の
影
響
で

傷
み
が
激
し
く
な
り
、
改
修
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
改
修
工
事

は
３
月
末
ま
で
の
予
定
で
す
が
、

見
学
は
可
能
で
す
。

　

円
通
閣
は
寛
政
10
（
１
７
９
８
）

年
に
中
国
寒
山
寺
楼
門
を
模
し
て

造
営
さ
れ
ま
し
た
。「
豊
後
国
史
」

が
編
纂
さ
れ
た
ほ
か
、
唐
橋
君
山
、

田
能
村
竹
田
、
伊
藤
鏡
河
等
当
時

の
文
人
た
ち
が
集
う
場
所
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　

改
修
後
は
文
化
財
と
し
て
保
存

す
る
と
と
も
に
、
茶
会
や
歌
会
等

皆
さ
ん
が
利
用
で
き
る
場
所
と
し

て
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

直
入
地
域
長
湯
に
あ
る
老
人
ク

ラ
ブ
南
部
長
寿
会
（
秋
吉
喜
利
会

長
79
名
）
で
は
、
12
月
６
日
㈭
、

し
め
飾
り
作
り
を
行
い
ま
し
た
。 

　

南
部
長
寿
会
で
は
、
毎
年
12
月

に
正
月
用
し
め
縄
作
り
と
忘
年
会

を
行
い
、
会
員
間
の
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。

　

当
日
は
会
員
43
名
が
集
ま
り
、

今
年
は
新
た
に
し
め
飾
り
作
り
に

挑
戦
し
、
美
し
い
し
め
飾
り
が
で

き
あ
が
り
ま
し
た
。
こ
の
し
め
飾

り
は
お
正
月
に
会
員
宅
の
玄
関
に

飾
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
忘
年
会
を
行
い
、
こ

の
一
年
間
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
新

た
な
年
に
向
け
て
、
気
持
ち
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。



図書館
から

1月の
お知らせ

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

11
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竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

〔一般の本〕
・つばさよつばさ　　　　　　　　　　　浅田　次郎
・美晴さんランナウェイ　　　　　　　　山本　幸久
・過ぎゆくもの　　　　　　　　　　　　山本　容子
・ななつのこものがたり　　　　　　　　加納　朋子
・ノルゲ　　　　　　　　　　　　　　　佐伯　一麦
〔子どもの本〕
・おたすけこびと　　　　　　　なかがわ　ひろたか
・パリと四人の魔術師　　　　　　メアリー・ホープ
・チャレンジ　ミッケ！１　　　ウォルター・ウィック
・いいからいいから２　　　　　　　　長谷川　義史
　　　　　　　　　　ほか 80 冊ほど購入しました。

　　
　　

竹田市立図書館の休館
日は、1日㈫・2日㈬・
3日㈭・7日㈪・
14日㈪・21日㈪・
25日㈮・28日㈪
です。

　「おはなし広場」
日時　1月 9日㈬
　　　10：30～
場所　荻みらい館

「司書おすすめの1冊」

「中原の虹１～４巻」　
　　　　　　　　　  浅田次郎　講談社

　ついに歴史が動く感動
の最終章・浅田次郎の最
高傑作が完結しました。
壮大なスケールの読み応
えのある中国歴史小説で
す。

「おまじないつかい」　
　　　　　　　なかがわちひろ　理論社

　なかがわちひろのす
てきな童話はいかがで
すか！きっとみんなおま
じないつかいになれる
ことまちがいなしです
よー。ど・う・ぞ！

  「おはなしルーム」
日時　1月 9日㈬
　　　13：20～ 14：00
場所　竹田幼稚園

竹田市の人口
（平成 19年 11月 30 日現在）

　　　　　　　　　　（前月比）
人　口　26,717 人　 （－ 49人）
　男性　12,477 人　 （－ 26人）
　女性　14,240 人　 （－ 23人）
世帯数　10,687 世帯（－4世帯）

住民基本台帳登録人数

今月の新刊のご案内

『ブックスタート』
日時　1月23日㈬　13:30 ～　場所　竹田市総合社会福祉センター

「詩のはなし・絵本のはなし」竹田おはなしルームは、多方
面で活躍されている詩人のアーサー・ビナードさんをお迎えして講演
会を開催いたします。入場は無料ですので、ぜひご来場ください。
日時：1月 23日㈬　19：00～ 21：00
場所：ムジーカ・ガレリア「アラヤサーラ」（但馬屋新屋 2F）

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
◇
お
正
月
の
定
番

と
い
え
ば
「
箱
根
駅
伝
」。
84
回

目
と
な
る
今
大
会
に
は
、
竹
田
市

出
身
の
帝
京
大
学
４
年
田た

な
べ部

貴た
か
ゆ
き之

選
手
（
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
七
里
南
）

と
中
央
学
院
大
学
３
年
渡わ

た
な
べ
ま
さ
ひ
こ

部
政
彦

選
手（
西
）の
２
人
が
出
場
し
ま
す
。

皆
さ
ん
も
テ
レ
ビ
の
前
で
声
援
を

送
っ
て
く
だ
さ
い
。
◇
今
年
は
い

よ
い
よ
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
お
お
い
た

国
体
の
年
で
す
。
私
自
身
も
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
年
に
し

 

訂
正
と
お
詫
び

　
広
報
た
け
た
12
月
号
11
ペ
ー
ジ

「
ま
る
ご
と
博
物
館
」
の
中
で
「
岡

本
村
馬
籠
（
現
岡
本
地
区
中
村
）」

と
あ
り
ま
し
た
が「
岡
本
村
馬
籠（
現

岡
本
地
区
立
石
）」、
19
ペ
ー
ジ
「
誕

生
お
め
で
と
う
」
の
中
で
佐
藤
美
鈴

ち
ゃ
ん
の
親
の
欄
で
、「
正
勝
さ
ん
」

と
あ
り
ま
し
た
が
「
憲
吉
さ
ん
」
の

誤
り
で
し
た
。

　
ま
た
、
た
け
た
ん
情
報
８
ペ
ー
ジ

の
講
座
「
傾
聴
講
座
・
心
理
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
養
成
講
座
」
の
中
で
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
心
の
支
援
セ
ン
タ
ー
の
電
話

番
号
が
「
０
９
７
７
‐
…
」
と
あ
り

ま
し
た
が
「
０
９
７
８
‐
…
」
の
誤

り
で
し
た
。

　
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

た
い
と
思
い
ま
す
。
◇
本
年
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
井
出
）



平成19年
1月生まれ

平
成
20
年
２
月
に

１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
ま
す
！

N
o.34 　平

成
20
年
1
月
1 日
発
行
　
■
発
行
/竹
田
市
役
所
  U
RL http://w

w
w
.city.taketa.oita.jp  E-m

ail taketa@
city.taketa.lg.jp

■
編
集
/
総
務
企
画
部
企
画
情
報
課
情
報
化
推
進
係
　
〒
878-8555 　

大
分
県
竹
田
市
大
字
会
々
1650 　

■
印
刷
/
㈲
朝
日
印
刷

こ
の
広
報
紙
は
100 ％

の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
た
け
た

郷土の植物

第34回

　

山
地
の
谷
筋
等
に
孤こ

り
つ
じ
ょ
う

立
状
に

生
育
す
る
高
さ
20
㍍
ほ
ど
に
な

る
雌し

雄ゆ
う

異い

株し
ゅ

の
落
葉
高
木
で
す
。

樹
皮
は
灰
白
色
で
キ
ズ
の
よ
う
な

皮ひ

目も
く

が
あ
り
ま
す
。
幹
は
直
径
50

㌢
に
も
な
り
、太
い
枝
が
車

し
ゃ
じ
く
じ
ょ
う

軸
状

に
出
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

長
い
柄え

の
あ
る
互ご

生せ
い

の
葉
は

枝
先
に
集
ま
っ
て
つ
き
ま
す
。
形

は
卵ら

ん
し
ん
け
い

心
形
で
、長
さ
が
20
㌢
、幅
が

17
㌢
ほ
ど
あ
り
、縁ふ

ち

に
粗あ

ら

い
鋸き

ょ

歯し

が
あ
り
ま
す
。
表
面
は
明
る
い
緑

で
裏
面
は
粉
白
色
で
す
。
葉よ

う
へ
い柄

の

先
端
と
基
部
に
蜜み

つ
せ
ん腺
が
２
個
あ

り
ま
す
。
初
夏
の
頃
、長
さ
30
㌢

ほ
ど
の
円え

ん
す
い錐
花か

序じ
ょ

に
花
弁
の
な

い
淡
黄
色
の
が
く
片へ

ん

を
つ
け
た

丸
い
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
雌め

花ば
な

は
径
７
㍉
、雄お

花ば
な

は
径
１・
５
㌢
ほ

ど
で
す
。
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
径

１
㌢
ほ
ど
の
赤
い
果
実
が
垂
れ

下
が
り
、ひ
と
き
わ
冬
山
で
目
を

引
き
ま
す
。葉
が
桐き

り

に
似
て
い
て
、

昔
、ご
飯
を
葉
に
包
ん
だ
こ
と
か

ら
飯い

い
ぎ
り桐
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
祖
母
山
系
の
林り

ん
え
ん縁

や
林
内
で
た
ま
に
観
察
さ
れ
ま

す
。
花
期
は
５
月
で
す
。

阿孫　久見

イイギリ（イイギリ科）

広報たけた

1 も く じ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

行
財
政
改
革
／
４
月
か
ら
は
じ
ま
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
／
新
し
い
年

は
よ
り
安
全
・
安
心
な
竹
田
市
に
／
平
成
19
年
秋
の
叙
勲
／
監
査
公
表

ま
ち
の
話
題
／
は
づ
き
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
／
竹
田
市
駅
伝
競
走
大
会

／
歳
末
助
け
合
い
テ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
／
健
康
づ
く
り
推
進
大
会

若水で墨を摺り、新年
の喜びを筆に込める。
嬉しき天地皆春の日。
（写真・デザイン／竹蔵） 　

　　

　

　

　

　

　

　

　

http://www.city.taketa.oita.jp
mailto:taketa@city.taketa.lg.jp
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「
吉
祥
図
か
ら
み
た
文
人
画
・
南
画
」

﹇
第
１
期
﹈
１
月
24
日
㈭
ま
で

﹇
第
２
期
﹈
１
月
25
日
㈮
〜
３
月
９
日
㈰

　

吉
祥
図
を
知
る
こ
と
で
、
文
人
画
の
画
題
を

理
解
す
る
手
助
け
と
な
り
ま
す
。
旧
正
月
に
合

わ
せ
て
吉
祥
図
か
ら
み
た
文
人
画
を
テ
ー
マ
に

所
蔵
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

※
通
常
の
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
開
館
）
と
祝
日
の
翌
日
で
す
。

　

ま
た
、
年
末
年
始
（
29
日
㈯
か
ら
１
月
３
日

㈭
）
は
休
館
い
た
し
ま
す
。

歴
史
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

１
９
２
３

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
63‒

２
２
０
０

松
岡
興
司
写
真
展「
我
が
ま
ち
竹
田
」

　

１
月
５
日
㈯
〜
20
日
㈰

　

竹
田
の
人
の
営
み
、
自
然
を
趣
味
の
写
真
で

撮
影
し
た
作
品
35
点
を
展
示
。

『
花
わ
ら
び
』
型
染
作
品
展

　

１
月
23
日
㈬
〜
２
月
５
日
㈫

　

花
鳥
風
月
や
自
然
の
草
花
、
風
景
を
主
体
と

し
た
型
染
教
室
「
花
わ
ら
び
」
の
作
品
約
60
点

を
展
示
。

岡
藩
城
下
町
雛
人
形
展

　

２
月
８
日
㈮
〜

　

享
保
雛
・
大
正
雛
・
昭
和
雛
を
展
示
。
合
わ

せ
て
端
午
の
節
句
の
武
者
人
形
も
展
示
。

※
通
常
の
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
開
館
）と
祝
日
の
翌
日
で
す
。
１
月
４
日
㈮
・

22
日
㈫
、
２
月
６
日
㈬
・
７
日
㈭
は
展
示
替
え

の
た
め
休
館
し
ま
す
。

　

ま
た
、
年
末
年
始
（
29
日
㈯
か
ら
１
月
３
日

㈭
）
は
休
館
し
ま
す
。

 

第
31
回
竹
田
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

日
時　

１
月
１
日
㈫　

受
付
９
時
〜

　
　
　
（
開
会
式
10
時　

ス
タ
ー
ト
10
時
30
分
）

場
所　

竹
田
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

種
目　

小
学
５
・
６
年
生
（
男
子
・
女
子
）
２
㎞

　

中
学
生
（
男
子
・
女
子
）
３
㎞

　

高
校
生
（
男
子
・
女
子
）
５
㎞

　

一
般
男
子
（
40
歳
未
満･

40
歳
以
上･

50
歳
以

　
　

上･

60
歳
以
上
）
５
㎞

　

一
般
女
子 

５
㎞

●
お
問
い
合
せ　

　

竹
田
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局　

佐
藤

　

☎
０
９
０‒

４
５
８
８‒

４
９
６
３

 
２
０
０
８
年
竹
田
市
荻
新
春
歩
こ
う
会

日
時　

１
月
１
日
㈫　

受
付
５
時
30
分
〜

　
　
　
（
開
会
式
６
時　

ス
タ
ー
ト
６
時
10
分
）

場
所　

荻
中
央
公
民
館

　
　
　

高
鼻
公
園
ま
で
約
５
㎞
の
コ
ー
ス

参
加
費　

１
０
０
円
（
小
学
生
以
上
）

表
彰　

最
高
齢
者
賞
、
最
年
少
者
賞
、
遠
来
者

　

賞
等
の
ほ
か
、
参
加
賞
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
他　

懐
中
電
灯
を
持
参
の
う
え
、
防
寒
着

　

を
着
用
し
て
寒
さ
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

　

豚
汁
を
用
意
し
ま
す
。

　

帰
路
は
バ
ス
で
お
送
り
し
ま
す
。

※
当
日
も
受
付
可
能
で
す
。

※
雨
天
・
深
雪
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
・
お
申
込
み　

　

荻
中
央
公
民
館　

☎
68‒

２
０
２
５

 

新
春
た
こ
あ
げ
大
会

日
時　

１
月
６
日
㈰　

受
付
９
時
〜

場
所　

竹
田
市
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場

参
加
費　

３
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

内
容　

み
ん
な
で
た
こ
を
作
り
、
た
こ
あ
げ
を

　

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
い
ろ
ん
な
賞
品
や
ぜ
ん

　

ざ
い
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

協
会
事
務
局　

阿
南

　

☎
62‒

２
２
９
８

　

☎
０
９
０‒

４
９
９
３‒

７
５
８
８

 

平
成
19
年
度　

竹
田
市
成
人
式 

日
時　

１
月
13
日
㈰　

受
付
12
時
〜

　
　
　
（
式
典
13
時
〜　

お
楽
し
み
会
14
時
〜
）

会
場　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

対
象
者　

昭
和
62
年
４
月
２
日
〜
昭
和
63
年
４

　

月
１
日
生
ま
れ
の
者

※
対
象
者
の
方
に
は
、
案
内
と
同
時
に
出
欠
の

　

返
信
用
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

生
涯
学
習
課　

☎
63‒

４
８
１
７

　

荻
教
育
課　
　

☎
68‒

２
０
２
５

　

久
住
教
育
課　

☎
76‒

０
７
１
７

　

直
入
教
育
課　

☎
75‒

２
２
４
０

 

第
30
回
川
合
尚
武
旗 

 

竹
田
職
域
・
ク
ラ
ブ
駅
伝
競
走
大
会

日
時　

１
月
26
日
㈯　

開
会
式
13
時
〜

　
　
　
（
ス
タ
ー
ト
14
時
）

　
　

※
監
督
会
議　

12
時
30
分
〜

区
間　

竹
田
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
〜

　

入
田
農
免
入
口
〜
矢
原
橋
〜
十
角
橋
折
返
〜

　

矢
原
橋
〜
入
田
農
免
入
口
〜
竹
田
市
総
合
運

　

動
公
園
陸
上
競
技
場
（
５
区
間
11
・
４
㎞
）

申
込
期
限　

１
月
18
日
㈮　

17
時
ま
で

●
お
問
い
合
せ
・
お
申
込
み

　

竹
田
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局　

佐
藤

　

☎
０
９
０‒

４
５
８
８‒

４
９
６
３

冬
季
所
蔵
作
品
展



たけたん情報 平成20年1月号 ❷

  

税
　
金

平
成
19
年
分
所
得
税
お
よ
び
消
費
税
の

確
定
申
告
書
の
発
送
等
に
つ
い
て

　
個
人
事
業
者
の
平
成
19
年
分
所
得
税
お
よ
び

消
費
税
の
確
定
申
告
書
に
つ
い
て
は
、
１
月
30

日
㈬
頃
に
発
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、確
定
申
告
書
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.nta.

go.jp

）
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
国
税
電
子
申
告
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）
を

ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
自
宅
や
事
業
所
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
て
申
告
書
等
を
送
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
事
前
に
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。）詳
細
に
つ
い
て
は
、別
途

回
覧
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、ま
た
は
ｅ
‐Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.e-tax.nta.go.jp

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
告
書
作
成
に
あ
た
っ
て
、
わ
か
ら

な
い
点
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
気
軽
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
税
務
署
　
☎
63‒

３
１
４
１

  

年
　
金

住
所
変
更
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　
年
金
記
録
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、

社
会
保
険
庁
に
お
い
て
基
礎
年
金
番
号
に
結
び

つ
い
て
い
な
い
記
録
、
５
千
万
件
の
名
寄
せ
を

実
施
し
、
記
録
の
統
合
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
記
録
が
結
び
つ

く
と
思
わ
れ
る
方
へ
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
と

し
て
平
成
20
年
３
月
を
目
途
に
、
ま
た
、
年
金

受
給
者
お
よ
び
現
役
加
入
者
全
て
の
方
々
に
も

同
年
10
月
を
目
途
に
加
入
履
歴
を
順
次
お
知
ら

せ
し
て
い
き
ま
す
。

　「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
は
、
社
会
保
険
庁
に

お
届
け
い
た
だ
い
て
い
る
住
所
に
お
送
り
す
る

た
め
、
住
所
等
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
届
出

が
お
済
み
で
な
い
方
は
、お
届
け
で
き
ま
せ
ん
。

　
住
所
の
変
更
・
訂
正
は
ご
自
身
に
よ
る
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が

次
の
手
続
き
先
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
自
営
業
、
農

　
林
漁
業
、
学
生
等
）
…
お
住
ま
い
の
市
町
村

　
役
場
の
窓
口

・
厚
生
年
金
加
入
者
…
厚
生
年
金
加
入
者
の
方

　
の
勤
務
先
の
社
会
保
険
担
当
者

・
国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
（
厚
生
年
金
加

　
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）
…
厚
生

　
年
金
加
入
者
の
方
の
勤
務
先
の
社
会
保
険
担

　
当
者

・
年
金
受
給
者
…
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所

●
お
問
い
合
せ

　
大
分
社
会
保
険
事
務
所

　
☎
０
９
７‒

５
５
２‒

１
２
１
１

　
市
民
課
年
金
係

　
　
　
　
　☎
63‒

４
８
０
４

　
荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
☎
68‒

２
２
１
３

　
久
住
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
☎
76‒

１
１
１
３

　
直
入
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
☎
75‒

２
２
１
３

  

案
　
内

㈶
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
研
修

　
竹
田
研
究
所
で
は
、
地
域
づ
く
り
、
人
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
㈶
電
源
地
域
振
興
セ
ン

タ
ー
が
企
画
す
る
研
修
に
市
民
の
皆
さ
ん
を
派

遣
し
ま
す
。
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

「
新
し
い
地
域
づ
く
り
を
学
ぶ
〜
行
政
と
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
の
協
働
〜
」

日
時
　
２
月
６
日
㈬
〜
７
日
㈭

参
加
費
　
１
０
、０
０
０
円

申
込
締
切
　
１
月
21
日
㈪
ま
で

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
研
究
所
　
☎
63‒

０
５
８
５

　
㈶
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

　http://w
w
w
.dengen.or.jp/

県
民
か
ぼ
す
レ
タ
ー
大
作
戦
に
ご
協
力
を

　
大
分
県
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
た
め
、

県
外
在
住
の
県
出
身
者
に
「
県
民
か
ぼ
す
レ

タ
ー
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
大
分
県
の
特
産
品
か
ぼ
す
に
ち
な
ん
で
、
次

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
か
…
帰
っ
ち
お
い
で

　
ぼ
…
盆
と
正
月
、
家
族
は
待
っ
ち
ょ
る

　
す
…
住
み
い
い
大
分
、
皆
も
待
っ
ち
ょ
る

　
内
容
は
知
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
大
分
県
の
経

済
情
勢
、
Ｕ
タ
ー
ン
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
手
紙

（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
入
っ
た
封
筒
と
専
用
ポ
ス

ト
（
箱
）
を
企
画
情
報
課
、
市
民
課
お
よ
び
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
親
類
や
友
人
、
知
人
等
な
る
べ
く
多
く
の
方

の
手
元
に
届
く
よ
う
、
皆
様
も
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

実
施
期
間
　
３
月
14
日
㈮
ま
で

●
お
問
い
合
せ

　
企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

　
☎
63‒

４
８
０
１

  

選
　
挙

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申

請
書
は
１
月
９
日
㈬
ま
で
に
提
出
を
！

　
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
で
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
作
成
し

ま
す
。
こ
の
選
挙
人
名
簿
は
、
農
家
の
皆
さ
ん

か
ら
提
出
さ
れ
た
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
に

基
づ
い
て
作
成
す
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
平
成
20
年
７
月
に
は
任
期
満
了
の
農

業
委
員
会
委
員
の
一
般
選
挙
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
の
で
、
申
請
漏
れ
の
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

申
請
資
格
の
あ
る
人

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
備
え
て
い
る
者
。

・
竹
田
市
に
住
所
を
有
す
る
者
。

・
年
齢
が
満
20
歳
以
上
の
者
（
平
成
20
年
３
月

　
31
日
に
お
い
て
、
満
20
歳
に
達
す
る
者
）。

・
10
㌃
以
上
の
農
地
で
耕
作
の
業
務
を
営
む
者
。

　
ま
た
は
、
耕
作
の
業
務
を
営
む
者
の
同
居
の

　
親
族
ま
た
は
同
居
の
親
族
の
配
偶
者
で
あ
っ

　
て
、
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事

　
し
て
い
る
者
。

提
出
期
限
　
１
月
９
日
㈬
ま
で
に
自
治
会
長
に

１
月
の
お
し
ら
せ

１
月
の
お
し
ら
せ

http://www.e-tax.nta.go.jp
http://www.nta.go.jp
http://www.dengen.or.jp/


❸ 2008年1月発行

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
　
☎
63‒

４
８
１
４

　
農
業
委
員
会
事
務
局
　
　
　
☎
63‒

４
８
１
５

  

保
健
衛
生

県
病
健
康
教
室

　
大
分
県
立
病
院
で
は
、
10
月
か
ら
１
月
に
か

け
て
、
看
護
を
テ
ー
マ
に
毎
月
第
３
火
曜
日
に

県
病
健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す
（
入
場
無
料
）。

日
時
　
１
月
15
日
㈫
　
13
時
〜
14
時

演
題
　
乳
が
ん
早
期
発
見
の
た
め
の
自
己
検
診

講
師
　
看
護
部
主
任
　
梅
木
　
宏
恵

場
所
　
大
分
県
立
病
院
　
３
階
　
講
堂

●
お
問
い
合
せ
　
大
分
県
立
病
院
総
務
課
総
務

　
班
　
☎
０
９
７‒

５
４
６‒

７
１
１
８

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
ご
注
意
を

　
平
成
19
年
１
月
、
宮
崎
、
岡
山
県
で
高
病
原

性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
、
養
鶏
産
業

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
16
年
に
は
県
内
の
一
般
家
庭
で
も
発
生
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
養
鶏
産
業
や
住
民
の
安
心
し
た
暮
ら
し
を
守

る
面
か
ら
も
、
次
の
点
に
注
意
し
て
そ
の
発
生

を
防
止
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

・
野
鳥
や
野
生
動
物
の
鶏
舎
等
へ
の
侵
入
防
止

　
策
を
強
化
す
る
。

・
給
水
用
の
水
は
、
飲
用
に
適
し
た
も
の
か
、

　
消
毒
し
た
も
の
を
用
い
る
。

・
家
き
ん
等
の
飼
育
場
所
は
清
掃
や
消
毒
に
よ

　
り
清
潔
に
保
つ
と
と
も
に
、
出
入
口
に
消
毒

　
槽
を
設
置
す
る
等
に
よ
り
履
物
の
消
毒
を
行
う
。

・
関
係
者
以
外
の
鶏
舎
等
へ
の
出
入
り
を
制
限

　
す
る
。

・
家
き
ん
等
の
日
常
の
健
康
観
察
を
徹
底
す
る
。

・
飼
養
鶏
に
複
数
の
突
然
死
等
の
異
常
を
認
め

　
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
家
畜
保
健
衛
生
所
ま

　
で
通
報
す
る
。

●
お
問
い
合
せ
　
豊
後
大
野
家
畜
保
健
衛
生
所

　
☎
０
９
７
４‒

22‒

０
１
７
９

  

環
境
衛
生

年
始
の
ご
み
収
集

お
よ
び
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て

　
年
末
・
年
始
は
大
量
の
ご
み
が
出
ま
す
。
ご

み
の
分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ご
み
の
定
期
収
集
お
よ
び
清
掃
セ
ン
タ
ー
の

ご
み
受
入
業
務
は
、
１
月
４
日
㈮
か
ら
始
め
ま

す
。
８
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で
、
13
時
か
ら
16

時
30
分
ま
で
受
け
入
れ
ま
す
。
５
日
㈯
も
通
常

業
務
を
い
た
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
古
紙
収
集
に
つ
い
て
の
み
１
日
㈫

を
８
日
㈫
に
、
２
日
㈬
を
９
日
㈬
に
、
３
日
㈭

を
10
日
㈭
に
変
更
し
て
収
集
し
ま
す
。

　
最
近
不
燃
ご
み
の
分
別
が
大
変
悪
く
な
っ
て

い
ま
す
。
本
来
資
源
ご
み
の
缶
・
ア
ル
ミ
缶
・

ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
缶
の
中
で
も
ペ
ツ
ト

の
餌
の
缶
や
食
材
等
が
入
っ
た
缶
類
は
、
洗
っ

て
資
源
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
廃
プ

ラ
ご
み
の
白
色
ト
レ
ー
・
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
が
不

燃
物
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　
環
境
衛
生
課
　

☎
63‒

４
８
２
１

　
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
☎
68‒

２
８
１
９

  

農
　
業

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
栽
培
講
習
会

　
竹
田
市
の
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
は
、
甘
み
が
強

く
人
気
の
高
い
農
作
物
で
す
。
し
か
し
、
近
年

は
天
候
不
順
等
に
よ
り
生
産
が
著
し
く
不
安
定

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
生
産
者
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
、
生
理
・
生
態
や
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

等
最
新
の
情
報
を
提
供
す
る
栽
培
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
２
月
１
日
㈮
　
14
時
〜
16
時

場
所
　
菅
生
地
区
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
　（
竹
田
市
公
民
館
菅
生
分
館
）

講
師
　
㈱
サ
カ
タ
の
タ
ネ
　
掛
川
研
究
所

　
　
　
坂
川
研
究
員

●
お
問
い
合
せ

　
農
林
畜
産
課
　
☎
63‒

４
８
０
５

　
大
分
県
豊
肥
振
興
局
生
産
流
通
部

　
☎
63‒

３
１
７
７

　
Ｊ
Ａ
大
分
み
ど
り
園
芸
課

　
☎
63‒

１
２
４
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
市
内
の
農
産
物
直
販

所
を
紹
介
し
て
い
ま
す

　
竹
田
市
水
田
農
業
推
進
協
議
会
は
、
地
元
農

産
物
の
需
要
拡
大
の
た
め
に
、
農
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
竹
田
市
内
の
農
産
物
直
販
所
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　
動
画
に
よ
り
、
お
店
と
旬
な
野
菜
の
紹
介
を

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

　
Ｊ
Ａ
大
分
み
ど
り
「
彩
菜
紀
行
」

　http://w
w
w
.ja-oitam

idori.jp
●
お
問
い
合
せ

　
Ｊ
Ａ
大
分
み
ど
り
営
農
対
策
課

　
☎
63‒
１
０
３
３

紙
面
の
都
合
上
、
内
容
等
に
つ
い
て
省
略

し
た
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、

各
お
問
い
合
せ
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

http://www.ja-oitamidori.jp


1 ㈫ ・元旦　・2008 年竹田市荻新春歩こう会（受付）5:30 ～（荻中央公民館）・竹田市歩こう会「元旦歩こう会」7:00 そうぞうの丘集合（※ 1）　
・第 31回竹田元旦マラソン大会（受付）9:00 ～（竹田市総合運動公園陸上競技場）

2 ㈬ ・年始休暇

3 ㈭ ・年始休暇

4 ㈮
5㈯
6㈰ ・新春たこあげ大会（受付）9:00 ～（竹田市総合運動公園多目的広場）

7 ㈪ ・荻の里温泉休館日

8 ㈫
9㈬ ・おはなし広場 10:30 ～（荻みらい館）・おはなしルーム 13:20 ～ 14:00（竹田幼稚園）

・平成 19年度銃砲刀剣類登録審査会 10:30 ～ 16:00（大分県総合庁舎［大分市］）

10㈭ ・110 番の日　・平成 20年竹田市消防特別点検 9:30 ～（荻小学校グラウンド）
・竹田温泉「花水月」休館日

11㈮ ・おも城サイトミュージアム 13:00 ～（岡城跡駐車場）※要予約：文化財課　☎ 63-4818

12㈯ ・童謡と絵本の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館〔このこのおうち〕）
・八幡山楽市楽座 10:00 ～ 15:00（NTT竹田営業所および駐車場周辺商店街）

13㈰ ・竹田市歩こう会「三社参り」9:00 ＪＲ豊後竹田駅前集合（※ 1）
・竹田市成人式（受付）12:00 ～（竹田市文化会館）

14㈪ ・成人の日
・彦山神社どんど焼 19:00 ～（彦山神社〔宮城地区炭竈〕）

15㈫ ・県病健康教室「乳がん早期発見のための自己検診」13:00 ～ 14:00（大分県立病院３階講堂〔大分市〕）
・防災とボランティア週間（～ 21日）・緑の募金（～ 5月 31日）

※行政相談に関するお問い合せは、行政相談委員まで（小河晴義　☎ 62‒3662、太田正一　☎ 68‒2480、渡辺善照　☎ 77‒2067、斉藤義昭　☎ 75‒2692）

竹田市のこよみ1月2008年

食育ツーリズム雇用創出大作戦　１月の研修
　9日㈬　18:30 ～ 20:30 名水料理研修（城原・竹田エノハ）
15日㈫　18:00 ～ 20:00 発酵商店街、どぶろく、ワイン・
　　　　　リキュール合同研修（むらさき草）
16日㈬　19:00 ～ 21:00 ジュース、ジャム･ソース合同研
　　　　　修（むらさき草）
17日㈭　13:30 ～ 16:00 城下町工芸（田楽火鉢）研修（む
　　　　　らさき草）
18日㈮　19:00 ～ 21:00 商家民泊、まちなかオーベルジュ
　　　　　合同研修（但馬屋新屋 2階アラヤサーラ）
　　　　　19:00 ～ 21:00　農産加工研修（むらさき草）
22日㈫　14:00 ～ 17:00　交流店舗拠点づくり研修（市役所）
　　　　　14:00 ～ 16:00　山菜加工研修（久住町・民宿久住）
24 日㈭  9:00 ～ 16:00 ステンドグラス実技指導研修（む
　　　　　らさき草）
　　　　　野菜加工研修（時間・会場未定）
28日㈪　発酵商店街研修（会場・時間未定）
29日㈫　19:00～21:00ワイン･リキュール研修（会場未定）
※日程は変更する場合があります。研修会の詳細はP14 ～
　P15
●お問い合せ
　竹田市経済活性化促進協議会　☎ 62-2122



※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。　※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（山本会長：☎ 62‒2501）　※2：お問い
合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62‒4100　※心の悩み無料相談会に関するお問い合せはカウンセラーまで（野々下昇策　☎ 080‒5274‒3359）

16㈬ ・行政相談 10:00 ～ 12:00（竹田市総合社会福祉センター /直入総合支所）・年金相談 10:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）・人権学習学級
19:00 ～（竹田市文化会館）・大分県行政書士会無料相談会 13:00 ～ 16:00（大分県行政書士会〔大分市〕）・温泉療養文化館「御前湯」休館日

17㈭ ・防災とボランティアの日　・高齢者大学 9:30 ～（竹田市文化会館）　
・行政相談 10:00 ～ 12:00（荻総合支所）・竹田温泉「花水月」休館日

18㈮ ・竹田市赤十字ふれあい講座 10:00 ～ 15:00（久住中央公民館）
・荻地域地域づくり懇談会 18:00 ～（荻中央公民館）

19㈯ ・食育の日

20㈰ ・家庭の日
・岡の里城郭史講座「近世のお城を知る」13:30 ～ 15:30（岡城会館）（※ 2）

21㈪ ・直入地域地域づくり懇談会 18:00 ～（直入中央公民館）・竹田温泉「花水月」臨時休館日
・荻の里温泉休館日

22㈫ ・成牛市場 9:30 ～（豊後豊肥家畜市場）
・竹田温泉「花水月」臨時休館日

23㈬ ・ブックスタート 13:30（竹田市総合社会福祉センター）・詩のはなし・絵本のはなし 19:00 ～ 21:00（ムジーカ・ガレリア「アラヤサーラ」〔但
馬屋新屋 2F〕）・竹田温泉「花水月」臨時休館日

24㈭ ・全国学校給食週間（～ 30日）
・竹田温泉「花水月」休館日

25㈮ ・おも城サイトミュージアム 13:00 ～（岡城跡駐車場）※要予約：文化財課　☎ 63-4818

26㈯ ・文化財防火デー　・文化財火災防御訓練 8:30 ～（おたまや公園）・童謡と絵本の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館「このこのおうち」）
・第 30回川合尚武旗竹田職域・クラブ駅伝競走大会 13:00 ～（竹田市総合運動公園陸上競技場）

27㈰ ・明治小学校開校 100 周年記念式典 9:30 ～（明治小学校）

28㈪ ・和牛登録検査（～ 29日）
・荻の里温泉休館日

29㈫
30㈬

31㈭ ・国民健康保険税（7期）・介護保険料（7期）納期限　・第 21回岡の里名水マラソン大会参加申込締切日
・竹田温泉「花水月」休館日

月　間
その他

・2月 1日㈮スイートコーン栽培講習会 14:00 ～ 16:00（菅生地区農村環境改善センター）・2月 2日㈯「弁当の日」おかず大集合 11:00 ～（久住
中央公民館）・緑の募金（1月 15日～ 5月 31日）・冬の省エネキャンペーン（～ 3月 31日）・「はたちの献血」キャンペーン（～ 2月 29日）

※久住総合運動公園野球コートは、
　整備のため平成 20年３月まで　
　使用できません。

ケーキ教室に参加しませんか
　国際交流員のゼンケ・グリュッツマハーが開催する
ケーキ教室の参加者を募集いたします。
　第１回目を下記の日程で行います。教室は月１回程
度行う予定ですが、参加される皆さんの都合に合わせ
てスケジュール等を決めます。
　日　時　１月 16日㈬　13:00 ～ 15:00
　会　場　直入町保健福祉センター
　参加料　材料費のみ（実費）
●お問い合せ・お申込み　
　直入総合支所商工観光課　ゼンケ・グリュッツマハー
　☎ 75‒2214

※陽目の里名水茶屋は、冬期期間中
　のため、3月中旬まで休業します。
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相　

談

サ
ラ
金
相
談
窓
口

　

サ
ラ
金
の
Ｃ
Ｍ
、
看
板
や
無
人
契
約
機
が
街

中
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
信
用
情
報
セ
ン

タ
ー
連
合
会
に
登
録
さ
れ
て
い
る
顧
客
の
数

は
、
２
、２
０
０
万
人
に
の
ぼ
り
、
単
純
計
算

で
国
民
の
６
人
に
１
人
が
サ
ラ
金
を
利
用
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
の
利
用
者
が
増
加
す

る
中
、
多
額
の
借
金
を
抱
え
て
返
済
困
難
に
陥

る
多
重
債
務
者
も
増
え
て
い
ま
す
。
弁
護
士
会

の
相
談
窓
口
や
法
律
事
務
所
に
相
談
に
訪
れ
る

多
重
債
務
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
借
金
返
済
の
た

め
に
新
た
な
借
金
を
重
ね
る“

自
転
車
操
業”

状
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
に
多
額
の
借
金
を
抱
え
て
い
て
も
解

決
で
き
な
い
借
金
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
き

る
だ
け
早
め
に
適
切
な
相
談
窓
口
に
相
談
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

●
相
談
窓
口

　

日
本
弁
護
士
連
合
会
（
有
料
）

　

http://w
w
w
.nichibenren.or.jp/

　

☎
03‒

３
５
８
０‒

９
８
４
１

　

各
地
司
法
書
士
会

　

http://w
w
w
.shiho-shoshi.or.jp/

　

☎
０
１
２
０‒

55‒

２
０
５
９

　
（
平
日
９
時
〜
17
時
）

　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
法
テ
ラ
ス
）

　

http://w
w
w
.houterasu.or.jp/

　

☎
０
５
７
０‒

０
７
８‒

３
７
４

　
（
平
日
９
時
〜
21
時
・
土
曜
９
時
〜
17
時
）

　

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は

　

☎
03‒

６
７
４
５‒

５
６
０
０

  

講　

座

県
政
出
前
講
座

　

大
分
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
県
政
を
よ

り
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
県
の
幹
部
職
員
が

県
民
の
皆
さ
ん
の
会
合（
お
お
む
ね
20
人
以
上
）

に
出
向
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て

説
明
し
、
意
見
交
換
す
る
「
県
政
出
前
講
座
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
申
込
書
に
よ
り
申
し
込
み
い
た

だ
い
た
後
、
日
程
等
を
調
整
し
、
決
定
し
ま
す
。

職
員
の
派
遣
に
要
す
る
経
費
は
、
県
が
負
担
し

ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
講
座
は
、
苦
情
、
要
望
等
を
お

受
け
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
政

治
、
宗
教
、
営
利
等
を
目
的
と
し
た
催
し
な
ど
、

目
的
に
反
す
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
講
座

を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
企
画
振
興
部
広
報
広
聴
課

　

☎
０
９
７‒
５
０
６‒

２
０
９
１

介
護
入
門
教
室
受
講
生
募
集

　

大
分
県
社
会
福
祉
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー
で

は
、
各
種
団
体
・
グ
ル
ー
プ
等
の
ご
希
望
に
応

じ
て
介
護
入
門
教
室
を
開
講
し
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
講
義
や
実
習
の
ほ
か
、
高
齢
者

疑
似
体
験
も
で
き
ま
す
。
人
数
・
時
間
・
内
容

等
に
つ
い
て
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
社
会
福
祉
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７‒

５
５
２‒

６
８
８
８

  

試　

験

大
分
県
土
地
開
発
公
社
職
員
採
用
試
験

　

大
分
県
土
地
開
発
公
社
で
は
、
平
成
20
年
４

月
採
用
予
定
の
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

　

一
次
試
験
は
、
教
養
試
験
と
専
門
試
験
そ
れ

ぞ
れ
の
筆
記
試
験
で
選
考
、
二
次
試
験
で
は
論

文
試
験
と
面
接
試
験
を
行
い
ま
す
。

職
種　

用
地
交
渉
事
務
、
総
務
・
経
理
事
務
等

　

を
主
と
す
る
一
般
事
務
職

採
用
予
定
者
数　

１
名

受
験
資
格　

昭
和
53
年
４
月
２
日
〜
昭
和
61
年

　

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
者
。

試
験
日　
（
一
次
試
験
）
２
月
３
日
㈰

　
　
　
　
（
二
次
試
験
）
２
月
25
日
㈪

申
込
期
間　

１
月
18
日
㈮
ま
で

●
お
問
い
合
せ　

　

大
分
県
土
地
開
発
公
社
総
務
部
総
務
課

　

☎
０
９
７‒

５
３
６‒

１
４
４
６

  

募　

集

さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭
20
回
記
念

さ
と
う
よ
し
み
合
唱
団　

団
員
募
集

　

竹
田
市
出
身
で
「
い
ぬ
の
お
ま
わ
り
さ
ん
」

な
ど
の
童
謡
童
話
作
家
・
佐
藤
義
美
を
顕
彰
す

る
「
さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭
」
は
、
平
成

20
年
に
20
回
を
迎
え
ま
す
。

　

４
月
29
日
（
昭
和
の
日
）
に
開
催
す
る
童
謡

祭
で
「
さ
と
う
よ
し
み
の
う
た
コ
ン
サ
ー
ト
・

ひ
ら
ひ
ら
は
な
び
ら
」
に
出
演
し
、
一
緒
に
楽

し
く
歌
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

老
若
男
女
、
歌
の
う
ま
い
へ
た
を
問
わ

　

ず
、
佐
藤
義
美
の
歌
を
一
緒
に
歌
っ
て
楽
し

　

も
う
と
思
っ
て
い
る
人
な
ら
ど
な
た
で
も
気

　

軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

募
集
期
間　

１
月
31
日
㈭
ま
で

練
習
場
所　

竹
田
市
中
央
公
民
館
音
楽
室

練
習
日　

毎
月
第
２･

第
４
土
曜
日

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

●
お
問
い
合
せ
・
お
申
込
み

　

さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭
実
行
委
員
会　

　
（
竹
田
市
中
央
公
民
館
）　

☎
63‒

１
０
４
４

http://www.nichibenren.or.jp/
http://www.shiho-shoshi.or.jp/
http://www.houterasu.or.jp/


❼ 2008年1月発行

’08
新
春
カ
ラ
オ
ケ
フ
ェ
ス
タ　
出
場
者
募
集

　

新
年
の
恒
例
行
事
『
新
春
カ
ラ
オ
ケ
フ
ェ
ス

タ
』
を
開
催
し
ま
す
。
ポ
ッ
プ
ス
、
ロ
ッ
ク
、

演
歌
、
童
謡
な
ど
、
何
で
も
結
構
で
す
。

　

み
な
さ
ん
の
出
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

２
月
10
日
㈰　

10
時
〜

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

出
場
枠　

竹
田
市
文
化
連
盟
歌
謡
部
12
団
体
の

　

推
薦
２
名(

計
24
名)

お
よ
び
個
人
申
込
枠

　

30
名
の
計
54
名
で
す
。
た
だ
し
、
個
人
申
込

　

枠
は
先
着
順
と
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め

　

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く

　

だ
さ
い
。

出
場
資
格　

竹
田
市
内
に
在
住
の
方
（
年
齢
性

　

別
は
問
い
ま
せ
ん
）。

参
加
賞　

審
査
・
表
彰
等
は
行
い
ま
せ
ん
。
出

　

場
者
に
は
参
加
賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。

申
込
方
法　

個
人
申
込
枠
で
出
場
を
希
望
す
る

　

方
は
、
左
記
の
申
込
用
紙
を
竹
田
市
文
化
会

　

館
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

１
月
４
日
㈮
〜
18
日
㈮

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
文
化
連
盟
事
務
局

　
（
竹
田
市
文
化
会
館
）
☎
63‒

２
７
３
４

㈳
竹
田
市
わ
か
ば
農
業
公
社　
事
務
局
長
募
集

　

㈳
竹
田
市
わ
か
ば
農
業
公
社
で
は
、
管
理
・

運
営
業
務
（
道
の
駅
業
務
、
農
作
業
受
委
託
業

務
、
農
産
物
受
託
販
売
業
務
等
）
を
行
う
事
務

局
長
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
日　

平
成
20
年
４
月
１
日

採
用
予
定
者
数　

１
名

身
分　

㈳
竹
田
市
わ
か
ば
農
業
公
社
事
務
局
長

待
遇　

㈳
わ
か
ば
農
業
公
社
規
程
に
よ
る
。

応
募
資
格　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
者
。

・
応
募
時
に
竹
田
市
に
居
住
し
て
お
り
、
引
き

　

続
き
居
住
す
る
者
。

・
お
お
む
ね
55
歳
以
上
65
歳
以
下
の
者
（
平
成

　

20
年
４
月
１
日
現
在
）。

・
農
業
事
情
・
知
識
、
特
に
竹
田
市
の
農
業
に

　

精
通
し
て
い
る
者
。

・
普
通
運
転
免
許
を
取
得
し
て
い
る
者
。

・
心
身
と
も
に
健
康
で
、
農
業
振
興
に
意
欲
が

　

あ
る
者
。

申
込
方
法　

㈳
竹
田
市
わ
か
ば
農
業
公
社
（
道

　

の
駅
「
竹
田
」
敷
地
内
）
に
履
歴
書
・
応
募

　

の
動
機
等
の
所
感
を
述
べ
た
文
書
を
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
。２
月
29
日
㈮
必
着
。）

受
付
期
間　

１
月
２
日
㈬
〜
２
月
29
日
㈮

面
接
日
時　

３
月
３
日
㈪　

９
時
〜

面
接
会
場　

㈳
竹
田
市
わ
か
ば
農
業
公
社
研
修
室

採
否
の
発
表　

面
接
終
了
後
、速
や
か
に
通
知
。

●
お
問
い
合
せ

　

㈳
竹
田
市
わ
か
ば
農
業
公
社

　

☎
66‒

３
５
５
３

　

農
林
畜
産
課　

☎
63‒

４
８
０
５

認
可
保
育
所（
園
）・
児
童
ク
ラ
ブ
の

児
童
募
集

　

平
成
20
年
度
認
可
保
育
所
（
園
）･

児
童
ク

ラ
ブ
に
入
所
（
登
録
）
を
希
望
す
る
児
童
を
募

集
し
ま
す
。

　

申
込
書
類
は
、
各
保
育
所
、
各
児
童
ク
ラ
ブ

の
ほ
か
、
福
祉
事
務
所
、
各
総
合
支
所
市
民
生

活
課
に
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間　

１
月
４
日
㈮
〜
31
日
㈭

●
お
問
い
合
せ　

福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

　

☎
63‒

４
８
１
１

  

統　

計

平
成
19
年
工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

工
業
統
計
調
査
が
平
成
19
年
12
月
31
日
を
調

査
日
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。 

　

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
製
造
業
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、調
査
結
果
は
、

政
策
・
計
画
等
の
資
料
の
ほ
か
、
研
究
、
教
育

資
料
等
広
範
囲
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

調
査
は
、
都
道
府
県
知
事
が
任
命
し
た
統
計

調
査
員
が
対
象
と
な
る
事
業
所
を
訪
問
し
、
調

査
票
に
記
入
を
依
頼
す
る
と
い
う
方
法
等
に

よ
っ
て
行
い
ま
す
。 

　

お
忙
し
い
時
期
と
は
存
じ
ま
す
が
、
調
査
内

容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

●
お
問
い
合
せ

　

企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

　

☎
63‒

４
８
０
１

切　り　取　り　線

2008年新春カラオケフェスタ　出場申込書

氏　名

住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　      （年齢　　歳）

〒　　　－

電話　　　　　　－　　　　　　－

曲　目

歌手名 （　 　  　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　）
※この出場申込み時に提出頂いた情報は、本大会の運営以外には使用いたしません。

フ リ ガ ナ

フ リ ガ ナ

フ リ ガ ナ

  

求　

人

◇
土
木
技
術
者
１
人
19
・
８
〜
22
万
（
竹
）
◇

レ
ス
ト
ラ
ン
ス
タ
ッ
フ
１
人
11
〜
15
万
（
直
）

◇
調
理
員
２
人
13
・
２
〜
15
・
８
万
（
久
）
◇

正
・
准
看
護
師
１
人
16
・
１
〜
18
・
４
万
（
竹
）

◇
理
学
療
法
士
１
人
25
・
５
〜
37
・
３
万
（
久
）

◇
介
護
職
（
ヘ
ル
パ
ー
）
２
人
12
・
９
〜
13
・

４
万（
竹
）◇
郵
便
配
達
員
１
人
11
・
８
万（
竹
）

◇
社
会
福
祉
士
１
人
14
〜
15
・
８
万
（
直
）
◇

栄
養
士
１
人
16
〜
18
万
（
竹
）
◇
販
売
・
配
達

員
１
人
17
〜
25
万
（
竹
）
◇
電
線
加
工
・
組
立

１
人
13
・
４
万
（
竹
）
◇
大
型
ト
ラ
ッ
ク
運
転

手
１
人
20
〜
22
・
５
万
（
竹
）
◇
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
成
型
工
（
35
歳
以
下
）
１
人
10
・
９
万
（
荻
）

◇
一
般
事
務
１
人
15
・
１
〜
16
・
１
万
（
竹
）

◇
４
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
１
人
18
〜
22
万（
荻
）

◇
接
客
係
１
人
時
給
８
０
０
円
（
竹
）
◇
接
客

係
２
人
時
給
７
０
０
円
（
荻
）
◇
送
迎
運
転
手

１
人
時
給
８
０
０
円
（
竹
）
◇
接
客
・
清
掃
１

人
時
給
６
２
０
〜
６
３
０
円
（
竹
）
◇
接
客
係

１
人
時
給
６
５
０
円
（
直
）
◇
販
売
員
１
人
時

給
６
５
０
円
（
久
）
◇
営
業
１
人
時
給
６
５
０

〜
７
５
０
円
（
竹
）
◇
も
や
し
製
造
４
人
時
給

６
５
０
〜
７
０
０
円
（
竹
）
◇
レ
ジ
・
販
売
・

陳
列
２
人
時
給
６
５
６
円
（
竹
）

　

会
社
等
を
訪
問
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
相
談
室

の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
（
竹
）
は
竹
田
地
域
、（
荻
）
は
荻
地
域
、（
久
）

は
久
住
地
域
、（
直
）は
直
入
地
域
の
求
人
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

竹
田
職
業
相
談
室　

☎
63‒

１
１
０
１



たけたん情報 平成20年1月号 ❽

ふるさと竹田で新しい挑戦！
お正月で帰省されているあなた、市内の企業があなたのUターン就職を期待しています。ふるさとの企業で新しくスタートしてみませんか？

平成20年1月　岡の里ふるさとＵターン情報

○一覧表は、ハローワーク豊後大野（竹田地域職業相談室）に申し込まれている 12月 1日現在の有効求人です。
　一覧表以外の企業についても多種の求人がありますので、窓口へお申し出ください。
○上記の一覧表は、日時の経過で求人数等に多少の変更が生じることがあります。
●お問い合せ　竹田地域職業相談室（竹田駅前交番前）　　　　  ☎ 0974-63-1101
　　　　　　　ハローワーク豊後大野（豊後大野公共職業安定所）  ☎ 0974-22-8609

事業所名 事業所の内容 求人職種 求人数 賃金（千円） 備　　　考

レゾネイトクラブ
くじゅう

高原ホテル
レストラン
高原コテージ

フロントサービス １ 135～ 210 普通車免許

レストランサービス ２ 135～ 176 普通車免許

営業スタッフ １ 150～ 200 普通車免許

翡翠倶楽部 温泉旅館
食事処

厨房係 ２ 140～ 200

接客 ２ 130～ 200

みはら整形外科
クリニック

整形外科
通所リハビリテーション

正・准看護師 ２ 160～ 250

リハビリ助手 ２ 114～ 130

千の和美 デイサービスセンター

社会福祉士 １ 140～ 158

ケアマネージャー １ 158～ 176

社会福祉主事 １ 140～ 158

長湯温泉伝承館
「万象の湯」 温泉入浴施設

レストラン・ホール
スタッフ ２ 110～ 150

調理スタッフ １ 110～ 200

大久保病院 総合病院
介護老人保健施設

作業療法士 １ 255～ 373

正看護師 ２ 224～ 321

薬剤師 １ 291～ 383

介護および看護補助 ３ 132～ 137

ケアホーム
「五つの実」 介護福祉施設

介護職 10 121～ 177 ヘルパー 2級以上

正・准看護師 3 139～ 203

九州ジージーシー
株式会社

もやし（サリナス）
製造販売

機械メンテナンス 1 147～ 230 電気工事士他

製造スタッフ（総合職） 3 137～ 180

製造スタッフ（一般職） 5 127～ 167

荻の里温泉 温泉宿泊施設
レストラン・農産物販売

調理係 1 138～ 138

接客係 1 128～ 128

大丸旅館 温泉旅館 接客係 3 120～ 200 新規事業拡大のため

広報たけた・竹田市ホームページに
　　　　　　広告を掲載しませんか！
　竹田市では市民サービスの向上を図るために、新たな財源の確保と地域経済の
活性化に資することを目的に、「竹田市広告料収入事業」として、広報たけたおよ
び竹田市ホームページ（http://www.city.taketa.oita.jp/）に広告を掲載しています。
　市内外の企業・団体・事業所・個人等で広告の掲載を希望する方は、下記の広
告代理店にお申し込みください。

　＜申 込 先＞　佐伯印刷株式会社　　〒 870-8444　大分市古国府 1155-1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 097-543-1211
　●お問い合せ　企画情報課情報化推進係　☎ 63-4801

http://www.city.taketa.oita.jp/



